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１ 調査の実施概要 

 

１．調査の目的 

本調査は、平成 26 年度に「（仮称）久喜市子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあたっ

ての基礎資料を得るため、子育てをしている市民の子ども・子育てに関する生活実態、教育・保

育事業の利用状況や利用意向、その他子育て施策全般に係るご意見、ご要望を把握することを目

的として実施しました。 

 

２．実施概要 

 

◇ 調 査 地 域 ： 久喜市全域 

◇調査対象者： ①就学前児童とその保護者 3,000件 

②小学１・２年生児童とその保護者 1,000 件 

 ※ともに平成 25年 9月１日時点の住民基本台帳より無作為抽出 

◇ 調 査 期 間 ： 平成 25年９月 26日～10月 14日 

◇ 調 査 方 法 ： 郵送配布・郵送回収（督促状発送１回） 

 

３．回収結果 

 

調査種類 配布件数 回収件数 回収率 

①就学前児童 3,000 1,765 58.8% 

②就学児童 1,000 616 61.6% 

合計 4,000 2,381 59.5% 

 

２ 報告書をみるにあたっての注意点 

 

１ 図表中の「ｎ」とは、その設問の回答者数を表しています。 

２ 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点第２位を四捨五入して小数点

第１位までを示しています。そのため、その合計値が 100.0%にならない場合があります。 

３ 複数回答の設問の場合、回答比率の合計は 100%を超える場合があります。 

４ 図表中「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なもので

す。 

５ 選択肢の語句が長い場合、本文及びグラフ中では省略した表現を用いている場合があります。 

６ クロス集計の結果の記載にあたり、分析軸となる項目の「無回答」は省略しています。その

ため、分析軸となる項目の回答者数の合計は、全体の数と一致しない場合があります。 

７ クロス集計の結果の記載にあたり、分析軸の中で最も数値が多いセルは    （色塗り）、

２番目に多いセルは   （太枠）としています。 
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１ お子さまとご家族の状況について 

 

問１ お住まいの地区はどちらですか。（単数回答） 

お住まいの地区は、「久喜中学校区」が 13.8%で最も高く、次いで「太東中学校区」が 12.2%、「栗

橋東中学校区」と「鷲宮東中学校区」がともに 10.9%となっています。 

13.8

12.2

10.9

10.9

9.1

8.7

8.0

7.3

6.4

4.2

3.8

4.6

0 10 20
久喜中学校区

太東中学校区

栗橋東中学校区

鷲宮東中学校区

鷲宮中学校区

菖蒲中学校区

久喜東中学校区

栗橋西中学校区

久喜南中学校区

鷲宮西中学校区

菖蒲南中学校区

無回答

%
(n=1,765)

 

 

問２ 宛名のお子さまの生年月をご記入ください。（数量回答） 

生年月から換算した宛名のお子さまの年齢は、「５歳」が 20.8%で最も高く、以降年齢が低くなる

ごとに割合も低下していきます。また、「６歳」は 8.5%となっています。 

〔生まれ年〕     〔生まれ月〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6

7.1

6.9

8.8

9.2

9.6

9.1

9.3

8.3

8.3

6.7

7.3

1.8

0 10 20
1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

無回答

%
(n=1,765)

15.5

20.6

16.2

14.7

13.3

10.8

6.6

2.3

0 10 20 30

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

無回答

%
(n=1,765)
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1人

32.7%

2人

39.8%

3人

12.0%

4人

1.8%

5人以上

0.8%

無回答

12.9%

（n=1,765）

〔年齢（基準日：平成 25 年 9月 1日）〕 

10.8

10.4

12.9

15.9

18.3

20.8

8.5

2.4

0 10 20 30

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

%
(n=1,765)

 

 

問３ 宛名のお子さまのきょうだいは、何人いらっしゃいますか。お２人以上のお子さま

がいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。(数量回答) 

お子さまのきょうだいの人数（宛名のお子さま含めた人数）は、「２人」が 39.8%で最も高く、次

いで「１人」が 32.7%となっています。 

末子の年齢は、「０歳」が 19.1%で最も高く、以降「１歳」が 16.9%、「２歳」が 14.4%となってい

ます。 

 

〔きょうだい数〕    〔末子の年齢（きょうだい２人以上のみ）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1

16.9

14.4

13.4

10.5

10.9

4.6

10.2

0 10 20 30

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

%
(n=960)
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さまからみた関係でお

答えください。（単数回答） 

調査票の回答者は、「母親」が 88.7%で多数を占めており、「父親」は 10.1%となっています。 

父親

10.1%

母親

88.7%

その他

0.5%

無回答

0.8%
（ｎ=1,765）

 

※問４で「父親」、「母親」と回答した方 

問５ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（単数回答） 

調査回答者（お子さまの保護者）の配偶関係については、「配偶者がいる」が 90.3%で多数を占め、

「配偶者はいない」は 6.1%となっています。 

配偶者がいる

90.3%

配偶者はいな

い

6.1%

無回答

3.6%

（ｎ=1,743）
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問６ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名

のお子さまからみた関係でお答えください。（単数回答） 

お子さまの子育てを主に行っている人は、「父母ともに」と「主に母親」がともに 48.6%で２分す

る結果となっています。「主に父親」は 0.6%となっています。 

「父母ともに」が約半数となっていますが、「主に母親」も半数の割合となっており、母親に子

育ての負担が偏っている家庭が多いことがうかがえます。 

父母ともに

48.6%

主に父親

0.6%

主に母親

48.6%

主に祖父母

0.8%

その他

0.6%

無回答

0.9%
（ｎ=1,765）

 

２ 子育てをめぐる環境について 

 

問７ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのはどなた（施設）

ですか。宛名のお子さまからみた関係でお答えください。（複数回答） 

お子さまの子育てに日常的に関わっている人（施設）では、「父母ともに」が 56.1%で最も高く、

次いで「母親」が 36.3%、「幼稚園」が 31.3%となっています。問６の結果に引き続き、父親と母親

の差が顕著となっています。 

56.1

36.3

31.3

27.7

19.0

5.6

3.4

2.9

0.5

0 10 20 30 40 50 60
父母ともに

母親

幼稚園

祖父母

保育所

認定こども園

父親

その他

無回答

%
(n=1,765)
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問８ 日頃、宛名のお子さまをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答） 

日頃、お子さまをみてもらえる親族や知人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」が 61.2%で半数を超える割合となっています。また、「日常的に祖父母等の親

族にみてもらえる」が 34.5%で次いで高くなっており、子育てにおける親族の関わりがうかがえま

す。 

多くの方が日常的に、もしくは緊急時等に親族や友人にみてもえると回答していますが、「いず

れもいない」に 8.7%の回答があり、潜在的に支援を必要としている家庭と考えられます。 

61.2

34.5

16.7

8.7

2.6

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

無回答

%
(n=1,765)
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※問８で「祖父母等の親族にみてもらえる」を選択した方 

問８-１ 祖父母等の親族にお子さまをみてもらっている状況についてお答えください。

（複数回答） 

祖父母等の親族にお子さまをみてもらっている状況は、「安心して子どもをみてもらえる」が

52.7%で半数以上となっています。次いで、「負担をかけていることが心苦しい」が 22.6%、「時間的

制約や精神的な負担が大きく心配である」が 22.1%となっています。 

52.7

22.6

22.1

20.8

9.4

4.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

尐し不安がある

その他

無回答

%
(n=1,560)
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※問８で「友人・知人にみてもらえる」を選択した方 

問８-２ 友人・知人にお子さまをみてもらっている状況についてお答えください。（複数

回答） 

友人・知人にお子さまをみてもらっている状況は、「安心して子どもをみてもらえる」が 43.2%

で最も高く、次いで「負担をかけていることが心苦しい」が 31.1%、「時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である」が 20.0%となっています。 

問 8-1の祖父母等の親族にみてもらっている状況に比べると、「安心して子どもをみてもらえる」

の割合が 10%近く低く、友人・知人に何らかの負担をかけていることに対して心苦しさや心配を感

じている親が多いことがうかがえます。 

43.2

31.1

20.0

7.0

1.0

7.9

6.0

0 10 20 30 40 50

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配

することなく、安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

尐し不安がある

その他

無回答

%

(n=315)

 

問９ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。（単数回答） 

相談相手（場所）の有無は、「いる／ある」が 92.2%で多数を占めており、「いない／ない」は 5.2%

となっています。 

いる／ある

92.2%

いない／ない

5.2%

無回答

2.5%
（n=1,765）
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※問９で「いる／ある」を選択した方 

問９-１ お子さまの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）

ですか。（複数回答） 

相談相手（場所）は、「祖父母等の親族」が 85.4%で最も高く、次いで「友人や知人」が 77.5%と

この２項目の割合が高くなっています。次いで「幼稚園」の 22.7%、「保育所」の 15.8%、「子育て

支援センター等」の 13.5%と、子どもに関連する施設の割合が高くなっています。 

定期的な教育・保育事業の利用別にみると、「祖父母等の親族」と「友人や知人」は利用の有無

に関わらず回答が上位２項目となっています。また、利用者では「幼稚園」と「保育所」、未利用

者では「子育て支援センター等」がそれぞれ２割以上となっています。 

子育ての相談相手として「祖父母等の親族」や「友人・知人」の存在は大きいことがうかがえま

す。また、教育・保育施設利用者は、その利用先の施設の存在が大きいことがうかがえ、教育・保

育施設の未利用者においては「子育て支援センター」の存在の大きさがうかがえます。 

85.4

77.5

22.7

15.8

13.5

11.8

9.3

8.8

1.2

0.4

0.4

3.4

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

祖父母等の親族

友人や知人

幼稚園

保育所

子育て支援センター等

近所の人

保健所・保健センター

かかりつけの医師

久喜市の子育て関連担当窓口

民生委員・児童委員

NPO

その他

無回答

%
(n=1,628)

 

◇定期的教育・保育事業利用（問 14）別 

n

祖
父

母

等

の

親
族

友
人

や

知

人

近
所

の

人

民
生

委

員

・

児
童

委

員

か
か

り

つ

け

の
医

師

幼
稚

園

保
育

所

子
育

て

支

援

セ
ン

タ
ー

等

N
P

O

保
健

所

・

保

健
セ

ン

タ
ー

久
喜

市

の

子

育
て

関

連

担

当
窓

口

そ
の

他

無
回

答

利用している 1,079 82.8 79.4 12.0 0.2 8.6 33.1 23.5 8.1 0.4 7.4 1.4 4.2 0.2

利用していない 533 90.6 73.7 11.3 0.8 8.8 1.9 0.2 24.2 0.4 13.1 0.6 2.1 -

表示：%
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問 10 子育てに関する情報は、どちらから入手していますか。（複数回答、３つまで○） 

子育てに関する情報の入手は、「友人や知人」が 73.6%で最も高く、次いで「祖父母等の親族」が

46.6%と、上位２項目は問９の相談相手と同様に割合の高い項目となっています。次いで「インタ

ーネット」が 33.9%、「幼稚園」が 27.4%となっています。 

定期的な教育・保育事業の利用別にみると、「友人や知人」と「祖父母等の親族」は利用の有無

に関わらず回答がそれぞれ上位２項目となっています。また、問 9-1の相談先の結果と同様に、利

用者では「幼稚園」や「保育所」、未利用者では「子育て支援センター等」の回答がそれぞれ２割

以上で多くなっているほか、未利用者では「市販の子育て情報誌、育児書」や「インターネット」

の回答が、利用者に比べて多くなっています。 

問 9-1の結果と同様に、子育ての相談相手として「祖父母等の親族」や「友人・知人」の存在は

大きいことがうかがえます。また、教育・保育施設利用者の利用先の施設、教育・保育施設の未利

用者における「子育て支援センター」の存在の大きさがうかがえます。 

73.6

46.6

33.9

27.4

17.5

16.8

16.7

16.2

13.7

12.0

9.6

7.3

5.8

1.4

0.4

0.3

2.0

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
友人や知人

祖父母等の親族

インターネット

幼稚園

テレビ・ラジオ・新聞

保育所

広報くき

市販の子育て情報誌、育児書

子育て支援センター等

近所の人

保健所・保健センター

子育てサークル仲間

かかりつけの医師

久喜市の子育て関連担当窓口

民生委員・児童委員

NPO

その他

無回答

%
(n=1,765)

 

◇定期的教育・保育事業利用（問 14）別 

ｎ

祖
父
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親
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つ
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稚
園

保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

等

N
P
O

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー

久
喜
市
の
子
育
て
関
連
担

当
窓
口

広
報
く
き

市
販
の
子
育
て
情
報
誌
、

育
児
書

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞

そ
の
他

無
回
答

利用している 1,167 43.0 77.3 12.3 0.2 5.5 5.6 39.5 24.8 7.5 0.2 6.9 1.6 17.0 12.5 29.1 17.9 1.9 2.9

利用していない 580 53.8 66.2 11.4 0.7 6.4 10.5 3.6 1.0 25.7 0.5 15.0 0.9 16.2 24.1 43.4 16.7 2.2 2.4

表示：%
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問 11 子育てに関する情報について、どのような情報が必要ですか。（複数回答） 

必要な子育て情報は、「小児医療や休日・夜間の診療」が 71.2%、「母子保健サービス」が 65.7%

で上位２項目は保健衛生に関する項目が占めています。次いで「子どもの遊び場（公園、児童館な

ど）」が 60.2%、「子育て家庭への経済的支援」が 47.4%、「幼稚園・保育所」が 46.6%となっていま

す。 

年齢別でみると、「育児サークル」、「子育てに関する行事」、「一時保育・休日保育などの保育サ

ービス」や「オムツ交換や授乳ができる場所」は年齢が低くなるほど回答が多くなる傾向がみられ

ます。 

情報の必要度の高い項目は、現状では満足のいく情報を得られていないことも考えられるため、

こうしたニーズに対忚していくことが課題といえます。 

71.2

65.7

60.2

47.4

46.6

33.0

32.9

25.9

22.9

22.4

22.0

19.0

17.3

13.6

8.6

8.6

1.1

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

小児医療や休日・夜間の診療

乳幼児健診や予防接種など母子保健サービス

子どもの遊び場（公園、児童館など）

子育て家庭への経済的支援

幼稚園・保育所

子育てに関する行事

一時保育・休日保育などの保育サービス

小・中学校

放課後児童クラブ（学童保育）

オムツ交換や授乳ができる場所

子育てに関する相談窓口

発育・発達に関する相談窓口

子育て関連施設の地図

育児サークル

ひとり親家庭に対する支援

障がいのある子どもに対する支援

その他

無回答

%
(n=1,765)

 

◇年齢別 

 

ｎ

乳
幼
児
健

診
や
予
防
接

種
な
ど

母
子
保
健

サ
ー

ビ
ス

小
児
医
療

や
休
日
・
夜

間
の

診
療

子
育
て
家

庭
へ
の
経
済

的
支
援

育
児
サ
ー

ク
ル

子
育
て
に

関
す
る
行
事

一
時
保
育

・
休
日
保
育

な
ど
の
保

育
サ
ー

ビ
ス

オ
ム
ツ
交

換
や
授
乳
が

で
き
る
場

所

子
ど
も
の

遊
び
場
（

公

園
、

児
童
館
な

ど
）

子
育
て
に

関
す
る
相
談

窓
口

発
育
・
発

達
に
関
す
る

相
談

窓
口

幼
稚
園
・

保
育
所

小
・
中
学

校

放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ

（

学
童
保

育
）

ひ
と
り
親

家
庭
に
対
す

る
支
援

障
が
い
の

あ
る
子
ど
も

に

対
す
る
支

援

子
育
て
関

連
施
設
の
地

図

そ
の
他

無
回
答

0歳 191 77.5 77.0 58.1 28.8 41.9 36.6 48.7 57.6 33.0 25.1 52.4 15.7 14.7 6.3 6.3 20.9 0.5 2.1

1歳 184 73.9 67.9 46.7 13.0 38.0 35.9 27.7 63.0 23.9 23.9 54.9 15.2 13.0 6.5 7.1 18.5 - 2.2

2歳 228 74.1 67.5 47.4 15.8 37.7 32.5 25.4 62.3 21.5 14.5 55.7 13.2 16.2 7.5 7.9 19.7 0.4 1.3

3歳 280 70.0 69.3 53.2 14.6 33.9 32.1 24.3 67.5 23.2 21.8 49.3 20.0 18.2 7.9 8.9 17.1 1.1 2.9

4歳 323 63.2 72.1 45.5 9.9 29.4 34.1 17.0 60.7 20.1 16.7 45.2 31.3 26.9 9.3 8.7 18.0 1.5 4.3

5歳 367 54.0 71.9 39.8 8.7 27.5 30.8 12.0 54.0 18.8 18.0 39.5 39.2 31.9 10.1 10.6 12.8 1.9 2.7

6歳 150 58.7 76.7 48.0 8.0 28.7 28.7 10.7 58.7 16.7 14.0 34.0 37.3 32.0 7.3 7.3 16.7 - 2.7

表示：%
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問 12 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどの

ようなサポートがあればよいとお考えでしょうか。（自由記述） 

自由記述には、656 人（1,765 人の 37.2%）、延べ 707 件の書き込みがありました。最も件数の多

かった項目は「一時預かりに関すること」で 99 件、次いで「相談に関すること」が 78 件、「情報

提供に関すること」が 76 件となっています。 

99

78

76

55

51

37

34

34

27

27

19

19

12

10

129

0 20 40 60 80 100 120 140
一時預かりに関すること

相談に関すること

情報提供に関すること

経済的支援に関すること

遊び場に関すること

病児保育に関すること

保健・医療体制に関すること

地域交流・見守り・周囲の理解に関すること

保育所に関すること

保護者交流・レスパイトに関すること

休日保育に関すること

家庭訪問に関すること

送迎に関すること

イベント・行事に関すること

その他

件

 

※10個以上意見のあった項目を掲載、それ以下のものは「その他」にまとめて集計しています。 

以下に、それぞれの項目の主な意見を抜粋して掲載します。 

◇一時預かりに関すること 

・急な用事等で子どもを気軽に預かってもらえる

サポートが身近にあればもっと良い。 

・気軽で低価格な一時的に子どもを預けられる所

があれば母親がもっと働けると思います。 

・特別緊急の場合以外にも気軽に数時間、子ども

を預けられるような所があると助かります。 

・家の中だけで子育てをしていると親も子どもも

視野が狭まり息詰まってしまう。仕事以外でも

様々な用事のある時に手軽に安心に子どもを

見ていただけるシステムがあると良い。 

・自分が体調不良等、世話をできない時に、見て

もらえれば安心できる。 

・乳児期は手が離せないので一時保育を数回やっ

てもらえると嬉しい。 

◇相談に関すること 

・気軽にどんなささいな事でも相談できる環境。 

・しっかり相談にのれる人を置いてほしい。 

・発達が遅れ気味の子どもの相談をしやすい所が

あまりなかったので、そういう場所や機会が増

えると親の不安が解消されると思う。 

・子育てに対する疑問や不安、心配事などに対し

て気軽に相談できる場所がもっとあればいい。

また、相談にのるだけでなく、必要に忚じて病

院や支援出来る場所を紹介して、その後のフォ

ローもしてほしい。 

・特に相談する事がなくても、子どもの日常的な

事を聞いてくれる場があると良いと思います。 
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◇情報提供に関すること 

・幼稚園選びの際、情報収集がうまくできず困り

ました。見学に行きたくてもなかなか難しいの

でホームページを充実してほしい。 

・子どもと遊べる場所（公園や公共ではない施設

なども）をまとめた情報サイトがあると助か

る。 

・子育て＋産後のママのケアも含め、もっといろ

いろ情報があると、また、教えていただく場が

あると助かります。 

・月齢に合った行事など、広報を見ないと分から

ない事があり、見落としてしまうこともあるた

め、郵送してお知らせしてほしい。 

・子どもと一緒に参加出来る行事や、おすすめの

場所等をメールや手紙などで伝えてもらえる

とありがたい。 

◇経済的支援に関すること 

・幼稚園や保育所の費用の援助、もしくは減額。 

・子どものオムツ、ミルク代が安くなれば良い。 

・出産後のベビーベッドレンタル、ベビーシー 

トレンタルが無料でできたら良い。 

◇遊び場に関すること 

・子どもが自由かつ安全、安心に遊べる場所がほ

しい。 

・雤の日でも思いっきり遊べるような場所が近く

にあるといい。 

・遊具などが充実した公園が無いので子どもの遊

び場に困っています。 

◇病児保育に関すること 

・当日でも病気の子を少しの時間、預かってほし

い。 

・子どもが病中、病後になった時、子どもをみて

もらえる環境が今よりあると嬉しいです。 

・病児保育がもう少し手続きがしやすく、利用し

やすい環境がほしい。 

 

◇保健・医療体制に関すること 

・予防接種を忘れてしまいがちなので、通知がく

ると助かります。 

・小児医療の充実（特に休日、夜間において）。 

・予防接種をもっと無料でできるようにしてほし

い。 

◇地域交流・見守り・周囲の理解に関すること 

・お互い様なお付き合いができる人たちが身近に

いてサポートしあえたら、ちょっと買い物、と

かの間、子どもをみてもらえると助かる。 

・子どもが安心、安全に学校等へ行けるよう登下

校時の付き添いサポートをしていただきたい

です。 

・買い物に出かけた際、袋詰を手伝ってくれたり、

重たい物を持ってくれたり、気軽に話しかけて

くれるような環境だと、とても助かります。 

◇保育所に関すること 

・保育所に入りたいけど入れない状態なので、待

機児童がなくなるようにしてほしい。 

・第二子を妊娠し、育休に入ると退園しなければ

ならない制度をなくしてほしい。 

・保育所に０歳クラスからも入りやすくしてほし

い。 

◇保護者交流・レスパイトに関すること 

・子どもと一緒でも母親がリラックス、リフレッ

シュできる時間があったらいいなと思います。 

・もう少し近場で子どもと親との交流の場をつく

ってほしい。 

・相談等はママ友など身近な人の方がしやすいの

で、子育てサークルの様な所で知り合う機会が

あると、子どもが成長してからも付き合いが続

き、相談もできると思います。 

◇休日保育に関すること 

・保育所の土曜日半日、休日等の営業。 

・幼稚園での祝日保育。 
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◇家庭訪問に関すること 

・子どもがいる家庭への定期的な家庭訪問（助産

師、保健師、保育士等）。来ていただけるのは

母親の負担も軽くなる。 

・行政担当者からの定期的な訪問、電話など、話

を聞いてもらえるサポートが増えたら良いと

思います。 

◇送迎に関すること 

・子どもが病気になった時の保育所へのお迎え。 

・車が無いと予防接種とかに行けないので、シャ

トルバスとか送迎のようなものがあるとよい

と思う。 

◇イベント・行事に関すること 

・児童センター主催のバス旅行や遠足等の土、日、

祝日のイベントをもう少し多くやってくれれ

ば楽しいのに、と思います。 

・同年齢の子どもたちが集う事ができるイベント

をもっとたくさん増やしてほしい。 
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３ お子さまの保護者の就労状況について 

 

問 13 宛名のお子さまの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかが

います。 

父親の就労状況では、「フルタイムで就労しており、休業中ではない」が 91.4%で多数となってい

ます。 

母親の就労状況では、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 48.2%で最も高くなっ

ており、「これまで就労したことがない」の 3.3%と合わせて５割が現在就労していない状態である

ことがうかがえます。次いで、「パート・アルバイト等で就労しており、休業中ではない」が 22.8%、

「フルタイムで就労しており、休業中ではない」が 15.1%となっています。 

91.4

0.3

0.8

0.1

1.8

0.3

5.4

15.1

7.3

22.8

0.9

48.2

3.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

%

父親（ｎ=1,765） 母親（ｎ=1,765）
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※問 13 で「就労している」を選択した方 

問 13 ①-１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターン

についてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況に

ついてお答えください。（数量回答） 

週当たりの就労日数は、父母ともに「５日」が６割以上で最も高く、次いで、父親は「６日」が

29.6%、母親は「４日」が 17.7%で高くなっています。 

１日当たりの就労時間では、母親は「８時間」が 28.4%で最も高いものの、他の項目はそれぞれ

１割強の回答があり、多様な働き方があることがうかがえます。一方で、父親は「９時間以上」が

71.1%で最も高く、次いで高い「８時間」は 23.2%となっています。 

父親は「９時間以上」が多数で、長時間労働がうかがえます。子育てが主に母親に偏っている

ことにも影響があると考えられ、ワークライフバランスの実践が課題といえます。 

 

〔１週当たり就労日数〕 

0.3

0.3

1.0

1.0

64.5

29.6

2.0

1.3

1.2

4.4

6.0

17.7

60.0

8.4

1.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

父親（ｎ=1,633） 母親（ｎ=813）  

〔１日当たり就労時間〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2

0.2

0.1

1.1

23.2

71.1

0.0

15.5

12.5

16.2

13.4

28.4

11.8

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

4時間以下

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

%

父親（ｎ=1,633） 母親（ｎ=813）
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※問 13 で「就労している」を選択した方 

問 13 ①-２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、最も

多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入

る前の状況についてお答えください。（数量回答） 

家を出る時刻は、父親は「５～６時」で割合は高くなりはじめ、父母ともに「７～８時」が約 70%

でピークを迎えています。 

帰宅時刻では、母親は「17～18 時」が 43.8%で最も高くなっています。父親は「19～20 時」が

37.3%で最も高くなっていますが、21時以降の合計割合は 40.8%となっています。 

〔父親〕     〔母親〕 

1.8

1.1

23.6

65.7

5.1

1.1

0.2

0.5

0.1

0.2

0.1

0.3

0.1

1.6

0.3

0.4

0.9

1.5

0.8

0.4

1.4

12.5

37.3

28.9

11.9

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1～2時

3～4時

5～6時

7～8時

9～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

無回答

（ｎ=1,633）

%

家を出る時刻 帰宅時刻
 

 

 

0.1

0.1

2.2

70.5

21.0

1.5

0.6

1.0

0.5

0.5

0.5

0.1

1.4

0.7

0.4

0.5

0.2

0.4

1.4

10.3

16.5

43.8

21.2

2.2

0.9

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1～2時

3～4時

5～6時

7～8時

9～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

無回答

（ｎ=813）

%

家を出る時刻 帰宅時刻
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※問 13 で「パート・アルバイト等で就労」を選択した方 

問 13-１ フルタイムへの転換希望はありますか。（単数回答） 

フルタイムへの転換希望は、母親は５割以上が「パート・アルバイト等の就労を続けることを希

望する」としています。約４割はフルタイムへの転換希望があるものの、「実現できる見込みはな

い」が３割となっています。 

6.7

33.3

0.0

0.0

60.0

8.4

30.1

51.7

4.3

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する

パート・アルバイト等をやめて子育てや

家事に専念したい

無回答

%

父親（ｎ=15） 母親（ｎ=418）  

 

※問 13 で「就労していない・就労したことがない」を選択した方 

問 13-２ 就労したいという希望はありますか。（単数回答） 

現在就労していない保護者の今後の就労希望は、母親は「１年以上先で、一番下の子どもが○歳

になったころに就労したい」に 52.4%と半数以上の回答があります。また、父母ともに「すぐにで

も、もしくは１年以内に就労したい」に２割台の回答があります。 

一番下の子どもが何歳になったら就労したいかでは、「５～６歳」が 36.1%で最も高く、次いで「７

～８歳」が 23.9%、「３～４歳」が 22.0%となっています。 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」とした母親の大半は「パート・アルバイト等」

を希望しており、就業条件としてはおおむね３～４日で１日当たり４時間前後を希望していること

がうかがえます。 

現在家事や子育てに専念していると考えられる無職の母親の多数が就労意向を持っていること

は、それだけ保育ニーズも高まることが予想されるため、そうした母親のニーズに対忚することが

求められるといえます。 

8.1

0.0

29.7

62.2

16.8

52.4

22.6

8.1

0 10 20 30 40 50 60 70

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

1年以上先で、一番下の子どもが

○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

%

父親（ｎ=37） 母親（ｎ=910）  
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〔就労を考える一番下の子どもの年齢〕※「父親」は対象サンプルがいないため省略 

8.2

22.0

36.1

23.9

6.7

1.3

0.6

1.3

0 10 20 30 40

1～2歳

3～4歳

5～6歳

7～8歳

9～10歳

11～12歳

13歳以上

無回答

%(n=477)

 

〔すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい方の希望する就労形態〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔上記で「パートタイム・アルバイト等」を選んだ方の希望就労日数（左）、就労時間（右）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム

9.2%

パートタイム、

アルバイト等

（「フルタイム」

以外）

63.6%

無回答

27.2%

母親（ｎ=206）

フルタイム

72.7%

パートタイム、

アルバイト等

（「フルタイム」

以外）

27.3%

無回答

0.0%
父親（ｎ=11）

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

33.3

1.5

3.1

42.0

36.6

15.3

0.8

0.0

0.8

0 10 20 30 40 50

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

父親（ｎ=3） 母親（ｎ=131）

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

33.3

41.2

35.1

15.3

2.3

5.3

0.0

0.8

0 10 20 30 40 50

4時間以下

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

%

父親（ｎ=3） 母親（ｎ=131）
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４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 

問 14 宛名のお子さまは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を

利用されていますか。（単数回答） 

定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」が 66.1%で半数を超える割合となってお

り、「利用していない」は 32.9%となっています。 

年齢別でみると、０歳の９割強、１歳・２歳の６割強が「利用していない」と回答していますが、

３歳の６割強、４歳以上では９割以上が「利用している」と回答しています。 

多くの方が「３歳」から教育・保育事業を利用し始める実態がうかがえます。 

利用している

66.1%

利用していない

32.9%

無回答

1.0%
（ｎ=1,765）

 

◇年齢別 

5.8

29.3

31.1

66.8

94.1

98.9

98.0

94.2

67.9

67.5

31.8

5.0

0.5

2.0

0.0

2.7

1.3

1.4

0.9

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳（n=191）

1歳（n=184）

2歳（n=228）

3歳（n=228）

4歳（n=323）

5歳（n=367）

6歳（n=150）

利用している 利用していない 無回答
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※問 14で「利用している」を選択した方 

問 14-１ 宛名のお子さまは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年

間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。また、その事業

の現在の利用状況と今後の利用意向をご記入ください。（複数回答、数量回答） 

現在利用している教育・保育事業は、「幼稚園」が 55.6%で最も高く、次いで、「認可保育所」が

28.5%、「認定こども園」が 10.0%、「幼稚園の預かり保育」が 8.9%となっています。 

年齢別でみると、１歳・２歳は「認可保育所」が５割を超えており、また、１歳から３歳では「認

定こども園」が１割を超えています。また、４歳以上では「幼稚園」が６割強となっているほか、

「認可保育所」に２割強の回答があります。 

地区別でみると、菖蒲中学校区、栗橋東中学校区、栗橋西中学校区、鷲宮中学校区、鷲宮東中学

校区で、「認定こども園」の割合が１割強となっています。 

55.6

28.5

10.0

8.9

1.5

0.9

0.8

0.3

0.2

0.0

1.6

1.1

0 10 20 30 40 50 60
幼稚園

認可保育所

認定こども園

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

家庭保育室・ナーサリールーム

家庭的保育

ファミリーサポートセンター

居宅訪問型保育

その他

無回答

%
(n=1,167)
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◇年齢別・地区別 

n

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

家
庭
保
育
室
・
ナ
ー

サ
リ
ー

ル
ー

ム

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

0歳 11 - - 18.2 18.2 - 18.2 9.1 18.2 - - 18.2 -

1歳 54 1.9 - 61.1 18.5 - 9.3 1.9 5.6 - - 3.7 -

2歳 71 12.7 2.8 56.3 11.3 - 5.6 1.4 2.8 - - 5.6 1.4

3歳 187 46.5 2.7 33.2 13.9 - 1.6 1.1 1.1 - - 2.7 1.1

4歳 304 64.5 9.9 22.4 8.2 0.3 0.7 - - - - 1.3 1.6

5歳 363 66.4 14.6 23.1 8.8 0.3 0.3 0.6 0.3 - - 0.3 0.6

6歳 147 66.7 8.8 23.1 8.2 - - - 0.7 - 1.4 - 2.0

久喜中学校区 169 59.2 11.2 32.5 1.2 1.2 1.2 0.6 1.2 - - 2.4 -

久喜南中学校区 72 66.7 11.1 29.2 2.8 - 1.4 1.4 - - 1.4 1.4 -

久喜東中学校区 84 60.7 7.1 25.0 8.3 - 2.4 1.2 2.4 - 1.2 - -

太東中学校区 142 47.2 11.3 35.2 8.5 - 2.8 - 1.4 - - 1.4 1.4

菖蒲中学校区 96 53.1 7.3 25.0 15.6 - 2.1 2.1 - - - 3.1 1.0

菖蒲南中学校区 49 53.1 8.2 32.7 8.2 2.0 2.0 2.0 2.0 - - - 4.1

栗橋東中学校区 134 44.0 6.7 33.6 19.4 - - - 0.7 - - - 2.2

栗橋西中学校区 97 56.7 10.3 25.8 10.3 - 1.0 - 1.0 - - 2.1 1.0

鷲宮中学校区 106 61.3 4.7 20.8 10.4 - 2.8 1.9 1.9 - - 2.8 -

鷲宮東中学校区 120 62.5 10.0 17.5 15.8 - 0.8 0.8 - - - 3.3 0.8

鷲宮西中学校区 47 57.4 8.5 34.0 4.3 - 2.1 - - - - - 2.1

表示：%
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〔幼稚園の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=649）〕 

【１週当たり利用日数】   【１日当たり利用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開始時刻】     【終了時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8

0.5

0.2

0.0
95.1

0.6

0.2

0.8

0.2

0.2

0.9

0.0

51.8

3.2

0.0

43.8

0 20 40 60 80 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

現在 希望

0.6

0.6

0.6

6.6

48.8

30.8

5.9

2.6

3.4

0.0

0.2

0.2

1.2

8.0

22.2

12.0

11.9

44.4

0 20 40 60

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答

%

現在 希望

0.0

0.2

0.0

0.3

22.0

67.8

7.6

2.2

0.0

0.0

0.0

1.5

18.6

33.4

2.2

44.2

0 20 40 60 80

4時以前

5時

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

%

現在 希望

77.7

16.8

2.2

0.5

0.3

0.2

0.0

2.5

13.4

24.8

11.6

4.0

1.4

0.5

0.2

44.2

0 20 40 60 80 100

14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

現在 希望
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〔幼稚園の預かり保育の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=104）〕 

【１週当たり利用日数】   【１日当たり利用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開始時刻】     【終了時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.9

3.8

8.7

3.8
47.1

1.9

0.0

7.7

1.9

2.9

8.7

3.8

29.8

5.8

1.0

46.2

0 20 40 60

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

現在 希望

15.4

21.2

24.0

10.6

1.9

0.0

1.9

13.5

11.5

3.8

6.7

19.2

7.7

2.9

4.8

0.0

9.6

45.2

0 20 40 60

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答

%

現在 希望

1.0

17.3

23.1

31.7

15.4

1.9

0.0

9.6

0.0

3.8

5.8

25.0

11.5

4.8

3.8

45.2

0 20 40 60

14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

現在 希望

17.3

64.4

8.7

0.0

9.6

9.6

36.5

7.7

0.0

46.2

0 20 40 60 80

13時以前

14時

15時

16時以降

無回答

%

現在 希望
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〔認可保育所の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=333）〕 

【１週当たり利用日数】   【１日当たり利用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開始時刻】     【終了時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

0.6

0.6

2.1
87.1

6.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0.9

0.3

28.8

8.7

0.6

60.7

0 20 40 60 80 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

現在 希望

0.0

0.0

0.0

15.3

50.5

29.1

1.5

3.6

0.0

0.0

0.0

10.8

21.0

8.7

0.3

59.2

0 20 40 60 80

4時以前

5時

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

%

現在 希望

2.7

0.9

30.3

27.3

29.7

4.5

0.0

4.5

0.0

0.0

8.7

12.9

12.3

5.1

2.1

58.9

0 20 40 60 80

14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

現在 希望

2.7

15.3

24.6

22.5

19.2

11.1

4.5

0.3

3.3

9.9

7.8

9.3

9.0

60.4

0 20 40 60 80

6時間以下

7時間

８時間

９時間

10時間

11時間以上

無回答

%

現在 希望
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〔認定こども園の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=117）〕 

【１週当たり利用日数】   【１日当たり利用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開始時刻】     【終了時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「家庭的保育」から「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表のみ掲載。 

〔家庭的保育の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=3）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 0.0 0.0 1時間 0.0 0.0 4時以前 0.0 0.0 14時以前 0.0 0.0

2日 0.0 0.0 2時間 0.0 0.0 5時 0.0 0.0 15時 0.0 0.0

3日 0.0 0.0 3時間 0.0 0.0 6時 0.0 0.0 16時 0.0 0.0

4日 0.0 0.0 4時間 0.0 0.0 7時 0.0 0.0 17時 0.0 0.0

5日 0.0 0.0 5時間 0.0 0.0 8時 0.0 0.0 18時 0.0 0.0

6日 0.0 0.0 6時間 0.0 0.0 9時 0.0 0.0 19時 0.0 0.0

7日 0.0 33.3 7時間 0.0 0.0 10時以降 0.0 0.0 無回答 100.0 100.0

無回答 100.0 66.7 8時間以上 0.0 33.3 無回答 100.0 100.0

無回答 100.0 66.7  

 

1.7

0.9

0.0

3.4
89.7

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

47.9

5.1

0.0

46.2

0 20 40 60 80 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

現在 希望

2.6

1.7

0.0

2.6

18.8

20.5

10.3

42.7

0.9

0.9

0.0

0.0

0.9

2.6

6.0

9.4

34.2

46.2

0 20 40 60

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答

%

現在 希望

0.0

0.0

0.0

9.4

46.2

40.2

2.6

1.7

0.0

0.0

0.0

9.4

27.4

15.4

1.7

46.2

0 20 40 60

4時以前

5時

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

%

現在 希望

35.0

11.1

20.5

17.9

12.8

0.9

1.7

5.1

12.0

14.5

6.8

11.1

3.4

47.0

0 20 40 60

14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

%

現在 希望
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〔事業所内保育施設の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=18）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 5.6 0.0 1時間 0.0 0.0 4時以前 0.0 0.0 14時以前 11.1 0.0

2日 0.0 0.0 2時間 5.6 0.0 5時 0.0 0.0 15時 5.6 0.0

3日 0.0 0.0 3時間 0.0 0.0 6時 0.0 0.0 16時 5.6 5.6

4日 22.2 11.1 4時間 5.6 0.0 7時 0.0 0.0 17時 38.9 16.7

5日 66.7 16.7 5時間 16.7 0.0 8時 44.4 16.7 18時 27.8 5.6

6日 0.0 0.0 6時間 0.0 0.0 9時 27.8 11.1 19時 0.0 0.0

7日 5.6 5.6 7時間 0.0 0.0 10時以降 16.7 0.0 無回答 11.1 72.2

無回答 0.0 66.7 8時間以上 72.2 33.3 無回答 11.1 72.2

無回答 0.0 66.7  

〔家庭保育室・ナーサリールームの【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=9）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 11.1 0.0 1時間 0.0 0.0 4時以前 0.0 0.0 14時以前 22.2 0.0

2日 0.0 0.0 2時間 11.1 0.0 5時 0.0 0.0 15時 0.0 0.0

3日 0.0 0.0 3時間 11.1 0.0 6時 0.0 0.0 16時 22.2 0.0

4日 0.0 0.0 4時間 0.0 0.0 7時 0.0 11.1 17時 22.2 11.1

5日 77.8 33.3 5時間 0.0 0.0 8時 66.7 33.3 18時 22.2 33.3

6日 0.0 11.1 6時間 0.0 0.0 9時 11.1 0.0 19時 0.0 0.0

7日 11.1 11.1 7時間 0.0 0.0 10時以降 11.1 0.0 無回答 11.1 55.6

無回答 0.0 44.4 8時間以上 77.8 55.6 無回答 11.1 55.6

無回答 0.0 44.4  

〔その他の認可外の保育施設の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=11）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 0.0 0.0 1時間 0.0 0.0 4時以前 0.0 0.0 14時以前 9.1 0.0

2日 0.0 0.0 2時間 0.0 0.0 5時 0.0 0.0 15時 0.0 9.1

3日 18.2 0.0 3時間 0.0 0.0 6時 0.0 0.0 16時 27.3 9.1

4日 9.1 0.0 4時間 9.1 0.0 7時 0.0 0.0 17時 27.3 9.1

5日 72.7 45.5 5時間 0.0 0.0 8時 45.5 27.3 18時 36.4 18.2

6日 0.0 0.0 6時間 0.0 9.1 9時 54.5 27.3 19時 0.0 9.1

7日 0.0 9.1 7時間 18.2 9.1 10時以降 0.0 0.0 無回答 0.0 45.5

無回答 0.0 45.5 8時間以上 72.7 36.4 無回答 0.0 45.5

無回答 0.0 45.5  

〔ファミリーサポートセンターの【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=2）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 0.0 0.0 1時間 100.0 50.0 4時以前 0.0 0.0 14時以前 50.0 0.0

2日 100.0 0.0 2時間 0.0 0.0 5時 0.0 0.0 15時 0.0 0.0

3日 0.0 50.0 3時間 0.0 0.0 6時 0.0 0.0 16時 0.0 0.0

4日 0.0 0.0 4時間 0.0 0.0 7時 0.0 0.0 17時 0.0 0.0

5日 0.0 0.0 5時間 0.0 0.0 8時 50.0 0.0 18時 50.0 50.0

6日 0.0 0.0 6時間 0.0 0.0 9時 0.0 0.0 19時 0.0 0.0

7日 0.0 0.0 7時間 0.0 0.0 10時以降 50.0 50.0 無回答 0.0 50.0

無回答 0.0 50.0 8時間以上 0.0 0.0 無回答 0.0 50.0

無回答 0.0 50.0  

〔その他の【現在】の利用量と【希望】の利用量（それぞれｎ=19）〕 

1週当たり利用日数 １日当たり利用時間 開始時刻 終了時刻
現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望

1日 42.1 15.8 1時間 15.8 5.3 4時以前 0.0 0.0 14時以前 68.4 26.3

2日 21.1 5.3 2時間 31.6 15.8 5時 0.0 0.0 15時 0.0 0.0

3日 5.3 5.3 3時間 15.8 5.3 6時 0.0 0.0 16時 10.5 5.3

4日 10.5 0.0 4時間 26.3 10.5 7時 0.0 0.0 17時 5.3 0.0

5日 15.8 10.5 5時間 0.0 0.0 8時 0.0 0.0 18時 10.5 5.3

6日 0.0 0.0 6時間 5.3 0.0 9時 21.1 5.3 19時 0.0 0.0

7日 0.0 0.0 7時間 0.0 0.0 10時以降 73.7 31.6 無回答 5.3 63.2

無回答 5.3 63.2 8時間以上 0.0 0.0 無回答 5.3 63.2

無回答 5.3 63.2  
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※問 14で「利用している」を選択した方 

問 14-２ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこにありますか。（単数回

答） 

現在利用している教育・保育事業の実施場所は、「久喜市内」が 81.9%で高くなっており、次いで

高いのは、「五霞町内」の 6.2%、「幸手市内」の 2.7%となっています。 

地区別でみると、いずれも「久喜市内」が最も高くなっていますが、栗橋西中学校区及び鷲宮東

中学校区で「五霞町内」、菖蒲南中学校で「桶川市内」がやや高くなっています。 

81.9

6.2

2.7

1.6

0.6

0.3

0.3

0.2

0.1

0.1

1.3

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
久喜市内

五霞町内

幸手市内

加須市内

桶川市内

杉戸町内

白岡市内

蓮田市内

宮代町内

鴻巣市内

その他の市町村

無回答

%
(n=1,167)

 

◇地区別 

ｎ

久
喜
市

内

幸
手
市

内

杉
戸
町

内

宮
代
町

内

白
岡
市

内

蓮
田
市

内

桶
川
市

内

鴻
巣
市

内

加
須
市

内

五
霞
町

内

そ
の
他

の

市
町
村

無
回
答

久喜中学校区 169 89.9 1.8 - - - - - - - 3.0 0.6 4.7

久喜南中学校区 72 87.5 4.2 - 1.4 - - - - 4.2 - 1.4 1.4

久喜東中学校区 84 83.3 6.0 - - - 1.2 - - - 2.4 1.2 6.0

太東中学校区 142 85.9 4.9 - - 1.4 - - - - 1.4 2.1 4.2

菖蒲中学校区 96 90.6 - - - - 1.0 - 1.0 1.0 - 1.0 5.2

菖蒲南中学校区 49 77.6 - - - - - 12.2 - - - 2.0 8.2

栗橋東中学校区 134 78.4 0.7 0.7 - - - - - 3.0 9.7 2.2 5.2

栗橋西中学校区 97 63.9 5.2 - - - - - - 1.0 27.8 1.0 1.0

鷲宮中学校区 106 82.1 2.8 - - 0.9 - 0.9 - 3.8 5.7 - 3.8

鷲宮東中学校区 120 71.7 3.3 1.7 - - - - - 4.2 13.3 0.8 5.0

鷲宮西中学校区 47 83.0 - - - - - - - 2.1 2.1 4.3 8.5

表示：%
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※問 14で「利用している」を選択した方 

問 14-３ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由は何ですか。（複数回

答） 

定期的な教育・保育事業を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」が 68.0%で最も高

く、次いで「子育てをしている方が現在就労している」が 42.9%で、この２項目が高い結果となっ

ています。 

保護者は教育・保育事業を利用するにあたっては、「子どもの教育や発達」を期待しており、教

育・保育施設として、そうした期待に忚えていく必要があります。 

68.0

42.9

2.7

0.9

0.9

0.1

1.6

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定である／

求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを

介護している

子育てをしている方に病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

%
(n=1,167)
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※問 14で「利用していない」を選択した方 

問 14-４ 利用していない理由は何ですか。（複数回答、数量回答） 

利用していない理由は、「利用する必要がないため」が 52.1%で最も高く、次いで同じくらいの割

合で「子どもがまだ小さいため」が 47.6%となっています。 

「子どもがまだ小さいため」と回答した方の、利用を考える子どもの年齢については、「３歳」

が 53.6%で最も高く、次いで「４歳」が 19.6%、「１歳」が 13.0%となっています。 

「子どもがまだ小さいため」の回答で、利用開始を考えている年齢が「３歳」で最も高いことは

問 14 の傾向と符合する結果となっています。視点を変えると、２歳まではそうした教育・保育施

設を利用せずに子育てをすると考える親が多いことがうかがえるため、そうした親に対する支援を

厚くすることも必要といえます。 

52.1

47.6

8.4

7.8

7.2

1.6

1.4

0.5

7.9

5.3

0 10 20 30 40 50 60

利用する必要がないため

子どもがまだ小さいため（○歳くらいに

なったら利用しようと考えている）

利用したいが、経済的な理由で事業を

利用できないため

子どもの祖父母や親戚の人がみているため

利用したいが、教育・保育の事業に

空きがないため

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が合わないため

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がないため

近所の人や子どもの父母の友人・知人が

みているため

その他

無回答

%
(n=580)

 

〔教育・保育事業の利用を考える子どもの年齢〕 

0.0

13.0

8.0

53.6

19.6

2.9

0.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

%
(n=276)
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問 15 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さまの平日の教

育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。

（複数回答） 

定期的に利用したいと考える事業は、「幼稚園」が 61.9%で最も高く、次いで、「認可保育所」が

32.0%、「幼稚園の預かり保育」が 29.3%、「認定こども園」が 18.8%となっています。 

年齢別でみると、いずれの年齢でも「幼稚園」の利用意向が５割を超えています。また、０歳・

１歳で「認定こども園」の回答が２割を超えています。 

「幼稚園」と「保育所」は現在の利用割合と変化はあまりないものの、「幼稚園の預かり保育」

の割合が高くなっており、ニーズの高さがうかがえます。 

61.9

32.0

29.3

18.8

7.3

5.4

4.8

2.0

1.9

1.4

1.0

0.7

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70

幼稚園

認可保育所

幼稚園の預かり保育

認定こども園

ファミリーサポートセンター

事業所内保育施設

小規模な保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

家庭保育室・ナーサリールーム

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

%
(n=1,765)

 

◇年齢別 

ｎ

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預

か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も

園

小
規
模
な
保

育
施
設

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保

育
施
設

家
庭
保
育
室

・
ナ
ー

サ
リ
ー

ル
ー

ム

そ
の
他
の
認

可
外
の
保
育

施
設

居
宅
訪
問
型

保
育

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

0歳 191 55.5 28.3 58.6 28.3 13.6 4.7 11.0 4.7 2.6 4.7 9.4 1.0 7.9

1歳 184 54.9 22.3 39.1 22.8 7.6 4.9 7.1 2.2 1.1 1.6 6.5 1.1 6.5

2歳 228 65.4 26.3 34.6 18.9 6.1 1.3 6.6 0.4 0.9 0.9 3.5 0.9 7.5

3歳 280 66.1 26.8 27.1 17.9 2.5 1.1 3.9 1.1 0.7 1.1 6.8 0.7 9.3

4歳 323 62.2 33.7 25.1 15.8 3.7 1.9 4.6 0.6 0.3 1.5 8.4 0.6 10.5

5歳 367 62.1 31.6 26.7 15.5 1.1 0.3 3.3 0.8 0.5 2.7 7.9 0.5 8.7

6歳 150 65.3 33.3 22.7 18.7 4.0 1.3 4.0 0.7 2.0 2.0 7.3 - 12.0

表示：%
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問 15-１ 現在、利用していないが、今後、教育・保育事業を利用したい場所はどこです

か。（単数回答） 

教育・保育事業を利用したい場所は、「久喜市内」が 66.6%で高くなっています。次いで、「加須

市内」が 2.3%、「幸手市内」が 2.2%となっています。 

地区別でみると、いずれの地区も「久喜市内」が６割以上で最も高くなっています。 

66.6

2.3

2.2

2.1

1.5

0.6

0.3

0.3

0.2

0.1

1.9

21.9

0 10 20 30 40 50 60 70
久喜市内

加須市内

幸手市内

五霞町内

白岡市内

杉戸町内

宮代町内

蓮田市内

桶川市内

鴻巣市内

その他の市町村

無回答

%
(n=1,607)

 

◇地区別 

ｎ

久
喜

市
内

幸
手

市
内

杉
戸

町
内

宮
代

町
内

白
岡

市
内

蓮
田

市
内

桶
川

市
内

鴻
巣

市
内

加
須

市
内

五
霞

町
内

そ
の

他
の

市
町

村

無
回

答

久喜中学校区 228 72.8 0.9 0.9 - 2.6 - - - 0.9 0.4 0.9 20.6

久喜南中学校区 103 61.2 1.0 - - 2.9 1.0 - - - - 1.0 33.0

久喜東中学校区 127 69.3 7.1 - 1.6 0.8 - - - - - 1.6 19.7

太東中学校区 191 64.9 4.2 2.1 0.5 1.0 0.5 - - 0.5 0.5 2.1 23.6

菖蒲中学校区 139 64.7 - 0.7 1.4 4.3 1.4 0.7 1.4 2.2 - 2.2 20.9

菖蒲南中学校区 59 66.1 - - - - 1.7 1.7 - 1.7 - 3.4 25.4

栗橋東中学校区 179 64.8 2.8 1.1 - - - 0.6 - 5.0 5.0 3.4 17.3

栗橋西中学校区 122 68.0 1.6 - - - - - - 3.3 8.2 1.6 17.2

鷲宮中学校区 150 62.7 1.3 - - 0.7 - - - 6.0 4.0 0.7 24.7

鷲宮東中学校区 177 70.6 2.8 - - 0.6 - - - 1.7 3.4 2.3 18.6

鷲宮西中学校区 66 65.2 1.5 - - 1.5 - - - 6.1 - 3.0 22.7

表示：%
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５ 地域の子育て支援事業の利用状況について 

 

問 16 宛名のお子さまは、現在、久喜市の地域子育て支援拠点事業を利用していますか。

おおよその利用回数もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が 69.9%で最も高くなっています。一

方、「子育て支援センター、児童館、児童センター」の利用割合は 25.5%、「つどいの広場」の利用

割合は 3.3%となっています。 

それぞれの利用頻度は、いずれも「週１回」もしくは「月１回」が最も高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年齢でも「利用していない」が最も高くなっていますが、１歳では「子

育て支援センター、児童館、児童センター」が４割強で「利用していない」割合とほぼ同程度とな

っています。また、定期的教育・保育事業利用別では、未利用者の約半数にあたる 43.8%が「子育

て支援センター、児童館、児童センター」と回答しています。 

それぞれの利用頻度は、いずれも「週１回」もしくは「月１回」が最も高くなっています。 

教育・保育未利用者や０歳・２歳の方でも半数以上が「利用していない」を回答しています。未

利用者にとって子育て支援センターは相談先や情報入手先としての役割も大きく、また、３歳まで

は教育・保育施設を利用せずに子育てをする親が多いことからも、未利用者における利用率をあげ

ることが課題といえます。 

69.9

25.5

3.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

利用していない

子育て支援センター、

児童館、児童センター

つどいの広場

無回答

%

(n=1,765)

 

◇年齢別・定期的教育・保育事業利用（問 14）別 

ｎ

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
、

児

童
セ
ン
タ
ー

つ
ど
い
の
広

場

利
用
し
て
い

な
い

無
回
答

0歳 191 31.9 5.2 65.4 2.6

1歳 184 46.2 6.5 48.9 4.3

2歳 228 36.4 7.0 60.1 2.2

3歳 280 29.6 2.1 64.6 5.4

4歳 323 18.0 0.9 78.3 3.7

5歳 367 12.3 1.9 81.5 5.7

6歳 150 17.3 1.3 78.0 4.7

利用している 1,167 16.1 1.1 78.7 5.0

利用していない 580 43.8 7.4 52.9 2.4

表示：%
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〔子育て支援センター、児童館、児童センターの利用頻度（週もしくは月当たり）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔つどいの広場の利用頻度（週もしくは月当たり）〕 

 

 

 

 

 

 

 

  

1回

63.1%

2回

22.1%

3回

8.1%

4回

2.7%

5回

4.0%

１週当たり（ｎ=149）無回答除く

1回

42.7%

2回

24.9%

3回

13.6%

4回

9.6%

5回以上

9.3%

１月当たり（ｎ=354）無回答除く

1回

72.2%

2回

5.6%

3回

11.1%

4回

5.6%

5回

5.6%

１週当たり（ｎ=18）無回答除く

1回

58.5%

2回

29.3%

3回

4.9%

4回

4.9%

5回以上

2.4%

１月当たり（ｎ=41）無回答除く
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問 17 久喜市の地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今

後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。おおよその利用

回数（頻度）もご記入ください。（単数回答、数量回答） 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは

思わない」が 52.1%で半数を超える割合となっています。次いで、「利用していないが、今後利用し

たい」が 28.2%、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」が 13.3%となっています。 

年齢別でみると、０歳で「利用していないが、今後利用したい」が約５割となっています。また、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」の回答は１歳で 32.6%、０歳・２歳・３歳

も１割強で、４歳以上の回答割合に比べて高くなっています。また、定期的教育・保育事業利用別

では、未利用者の 33.6%が「利用していないが、今後利用したい」と回答しています。 

今後の利用意向では、「利用していないが、今後利用したい」が約３割と潜在的なニーズは高い

といえます。 

利用していない

が、今後利用し

たい

28.2%

すでに利用して

いるが、今後利

用日数を増や

したい

13.3%

新たに利用し

たり、利用日数

を増やしたいと

は思わない

52.1%

無回答

6.3%

（ｎ=1,765）

 

◇年齢別・定期的教育・保育事業利用（問 14）別 

ｎ

利
用
し
て
い
な

い
が
、

今
後
利
用
し
た

い

す
で
に
利
用
し

て
い
る

が
、

今
後
利
用

日
数
を

増
や
し
た
い

新
た
に
利
用
し

た
り
、

利
用
日
数
を
増

や
し
た
い

と
は
思
わ
な
い

無
回
答

0歳 191 49.2 17.8 27.2 5.8

1歳 184 26.1 32.6 35.9 5.4

2歳 228 29.4 16.2 50.0 4.4

3歳 280 26.1 16.1 51.1 6.8

4歳 323 27.6 7.1 59.4 5.9

5歳 367 22.6 6.0 63.8 7.6

6歳 150 22.7 6.0 62.7 8.7

利用している 1,167 25.7 7.4 59.9 7.0

利用していない 580 33.6 25.2 36.7 4.5

表示：%
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〔「利用していないが、今後利用したい」方の利用頻度（週もしくは月当たり）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」方の利用頻度（週もしくは月当たり）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回

75.3%

2回

17.0%

3回

6.0%

4回

0.5%

5回

1.1%

１週当たり（ｎ=182）無回答除く

1回

36.8%

2回

32.6%

3回

10.0%

4回

12.9%

5回以上

7.7%

１月当たり（ｎ=389）無回答除く

1回

63.9%

2回

22.7%

3回

11.3%

4回

0.0%

5回

1.0%

１週当たり（ｎ=97）無回答除く
1回

12.5%

2回

36.1%

3回

14.6%

4回

17.4%

5回以上

19.4%

１月当たり（ｎ=144）無回答除く
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問 18 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。（１～12 それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに

単数回答） 

周知度の高いものとして、「母親学級、ママ・パパ教室、育児学級」、「保健センターの情報・相

談サービス」、「埼玉県小児救急電話相談」、「子育て支援センター・児童館・児童センター」は「は

い」の割合が 80%以上となっています。 

一方で、周知度の低いものについては、「子どもショートステイ事業」の「はい」が 17.2%で最も

低く、次いで、「家庭教育に関する学級・講座」が 25.4%、「教育相談センター・教育相談室」が 35.4%

となっています。 

〔周知度〕 

87.0

82.6

80.1

25.4

35.4

74.7

87.8

51.6

65.9

35.9

17.2

35.9

5.6

10.6

13.4

69.0

59.2

17.9

4.0

43.4

28.3

59.7

78.3

59.4

7.4

6.8

6.6

5.6

5.4

7.4

8.2

5.0

5.8

4.4

4.5

4.6

0 20 40 60 80 100

母親学級、ママ・パパ教室、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て支援センター・児童館・児童センター

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子育て支援ホームヘルパー派遣事業

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%

（ｎ=1,765）

はい いいえ 無回答
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利用経験のあるものでは、「子育て支援センター・児童館・児童センター」が 67.8%で最も高く、

次いで、「母親学級、ママ・パパ教室、育児学級」が 54.6%、「保健センターの情報・相談サービス」

の 46.6%となっています。 

〔利用経験の有無〕 

54.6

46.6

41.1

6.6

3.1

43.9

67.8

22.3

42.2

1.1

0.5

2.3

39.2

44.4

51.0

80.6

83.7

47.3

25.7

66.9

47.8

86.6

87.1

85.8

6.3

9.0

7.9

12.9

13.2

8.8

6.5

10.8

10.0

12.3

12.5

12.0

0 20 40 60 80 100

母親学級、ママ・パパ教室、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て支援センター・児童館・児童センター

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子育て支援ホームヘルパー派遣事業

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%

（ｎ=1,765）

はい いいえ 無回答  

今後の利用意向が高いものは、「埼玉県小児救急電話相談」が 74.4%で最も高く、次いで、「子育

て支援センター・児童館・児童センター」が同じく 70%を超える割合となっています。また、「保育

所や幼稚園の園庭等の開放」と「子育てガイドブック」がともに 60%を超える利用意向となってい

ます。 

〔今後の利用意向〕 

38.9

59.3

74.4

42.4

44.5

63.3

70.5

49.8

63.1

21.8

21.0

33.0

45.8

26.2

13.2

43.7

41.5

24.9

17.1

36.9

23.9

65.1

66.1

54.2

15.2

14.4

12.4

13.8

14.0

11.7

12.4

13.3

13.0

13.1

12.9

12.9

0 20 40 60 80 100

母親学級、ママ・パパ教室、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て支援センター・児童館・児童センター

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子育て支援ホームヘルパー派遣事業

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%

（ｎ=1,765）

はい いいえ 無回答  
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問 19 今後、久喜市の子育て環境を良くしていくために、ぜひ充実していくべきだと思

うものはありますか。（複数回答、３つまで○） 

充実していくべきと思うものでは、「小児医療や救急医療体制の整備」が 57.5%で最も高く、次い

で、「子どもの遊び場の整備」が 47.0%、「子育て家庭に対する経済的支援の充実」が 38.9%となっ

ています。 

「小児医療や救急医療体制の整備」と「子どもの遊び場の整備」の回答の高さは、問 11 の必要

とする情報の結果とも符合しており、「医療サービス」と「遊び場」に対する児童、保護者のニー

ズは高いといえます。 

57.5

47.0

38.9

33.1

29.0

25.5

21.6

18.6

14.8

13.4

12.1

9.9

6.9

1.6

2.4

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70

小児医療や救急医療体制の整備

子どもの遊び場（公園や児童館など）の整備

子育て家庭に対する経済的支援の充実

母子保健サービス（乳幼児健診や予防接種

など）の充実

保育所・学童保育所の整備

就労形態の多様化や通勤時間の長時間化等

に対応した保育サービスの充実

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減対策の推進

子育ての悩みや不安を解消するための

相談窓口の充実

子育て関連情報の積極的な情報提供

地域交流や地域の子育て支援活動への支援

ひとり親、障がいのある子どもへの支援の充実

子どもの生きる力を育む教育の推進

子どもの虐待防止対策の推進

男女共同参画意識づくりの推進

その他

無回答

%

(n=1,765)
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６ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

 

問 20 宛名のお子さまについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の

利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用し

たい時間帯を 24時間制でご記入ください。（それぞれ単数回答、数量回答） 

土曜日の教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」が 71.7%で大半を占めていますが、

「月に１～２回は利用したい」が 18.9%、「ほぼ毎週利用したい」が 7.5%で、合わせて２割強の利

用意向があります。利用時間帯は、おおむね８～９時から 17 時前後にかけてとなっています。 

日曜日・祝日の利用希望では、土曜日よりは減るものの、１割強の利用意向があります。利用時

間帯は土曜日とほぼ同じ結果となっています。 

〔土曜日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔日曜日・祝日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する必要

はない

71.7%

ほぼ毎週利用

したい

7.5%

月に１～２回は

利用したい

18.9%

無回答

1.8%

（ｎ=1,765）

利用する必要

はない

82.3%

ほぼ毎週利用

したい

2.4%

月に１～２回は

利用したい

12.5%

無回答

2.9%

（ｎ=1,765）

11.3

39.6

30.6

10.1

8.4

0 10 20 30 40 50
7時

8時

9時

10時以降

無回答

%
開始時間(n=467)

11.5

35.9

29.4

13.4

9.9

0 10 20 30 40 50
7時

8時

9時

10時以降

無回答

%
開始時間(n=262)

16.1
11.1

14.1
22.7

18.8
6.4

1.7
0.6

8.4

0 10 20 30 40 50
14時以前

15時
16時
17時
18時
19時
20時
21時

無回答

%

終了時間(n=467)

12.2
9.9

11.8
25.2

19.1
8.8

2.3
0.8

9.9

0 10 20 30 40 50
14時以前

15時
16時
17時
18時
19時
20時
21時

無回答

%

終了時間(n=262)
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※問 20 の土曜日または日曜日・祝日で「月に１～２回は利用したい」を選択した方 

問 20-１ 毎週ではなく、月に１～２回は利用したい理由はなんですか。（複数回答） 

土曜日や休日の教育・保育事業を月に１～２回利用したい理由は、「月に数回仕事が入るため」

が 50.3%で最も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が 35.7%、「リ

フレッシュのため」が 31.7%となっています。 

50.3

35.7

31.7

3.0

14.1

5.0

0 10 20 30 40 50 60

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

リフレッシュのため

親族の介護や手伝いを行うため

その他

無回答

%(n=398)

 

※幼稚園を利用されている方 

問 21 宛名のお子さまについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の

事業の利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入くだ

さい。（単数回答、数量回答） 

長期休暇期間中の教育・保育事業利用については、「利用する必要はない」が 44.8%で最も高くな

っていますが、「週に数日利用したい」が 38.1%、「ほぼ毎日利用したい」が 13.7%で、合わせると

51.8%に利用意向があるといえます。 

利用したい時間帯は、開始は８～９時からがほとんどで、終了時間は「15時」が 29.8%「14時以

前」が 19.9%、16 時以降が 46.2%となっています。 

５割が『利用したい』と回答しており、ニーズの高さがうかがえます。 

利用する必要

はない

44.8%

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい

13.7%

休みの期間

中、週に数日

利用したい

38.1%

無回答

3.4%

（ｎ=649）

 

 

 

0.3

0.3

4.2

32.1

50.9

7.7

4.5

0 10 20 30 40 50 60
5時

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

%

開始時間(n=336)

19.9

29.8

16.1

15.5

10.7

3.3

0.6

4.2

0 10 20 30 40 50 60
14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

終了時間(n=336)
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※問 21 で「休みの期間中、週に数日利用したい」を選択した方 

問 21-１ 毎日ではなく、週に数日利用したい理由はなんですか。（複数回答） 

週に数日利用したい理由は、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 42.1%で最も高く、次

いで、「リフレッシュのため」が 37.2%、「週に数回仕事が入るため」が 34.4%となっています。 

42.1

37.2

34.4

4.0

23.1

2.4

0 10 20 30 40 50

買い物等の用事をまとめて済ませるため

リフレッシュのため

週に数回仕事が入るため

親族の介護や手伝いを行うため

その他

無回答

%(n=247)

 

７ 病気の際の対応について 

※平日に定期的な教育・保育事業を利用されている方 

問 22 この 1 年間に、宛名のお子さまが病気やケガで通常の事業が利用できなかったこ

とはありますか。（単数回答） 

病気やケガで通常の事業が利用できなかったことは、「あった」が 66.9%、「なかった」が 29.1%

で、３人に２人の割合で「あった」と回答しています。 

あった

66.9%

なかった

29.1%

無回答

3.9%
（ｎ=1,167）

 



45 

 

※問 22 で「あった」を選択した方 

問 22-１ 宛名のお子さまが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用でき

なかった場合に、この１年間に行った対応はどれですか。それぞれの日数（お

およそ）もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

病気やケガで教育・保育事業が利用できなかった場合の対忚は、「母親が休んだ」が 57.6%で最も

高く、次いで、「親族・知人に子どもを看護してもらった」が 37.3%、「父親または母親のうち就労

していない方が子どもを看護した」が 36.2%、「父親が休んだ」が 18.8%となっています。 

対忚に要した日数では、父親は「１～２日」が 53.7%で大半の割合となっていますが、母親、未

就労の親の対忚は「９日以上」が 30%前後で最も高くなっています。 

57.6

37.3

36.2

18.8

1.4

1.0

0.1

0.1

3.1

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもを

看護してもらった

父親または母親のうち就労していない方が

子どもを看護した

父親が休んだ

病児・病後児の保育を利用した

子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

ファミリーサポートセンターによる病児・

病後児の預かりを利用した

その他

無回答

%(n=781)

 

〔対応に要した日数〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.7

20.4

12.9

4.1

6.1

2.7

19.8

15.1

23.1

6.2

30.7

5.1

25.5

17.3

17.3

7.8

24.8

7.1

16.0

20.9

15.3

7.7

34.5

5.6

0 10 20 30 40 50 60

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以

上

無回答

%

父親（ｎ=147） 母親（ｎ=450） 親族・知人（ｎ=294） 未就労の親（ｎ=287）
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※「病児・病後児の保育を利用した」から「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表

のみ掲載。 

病児・病後児

（ｎ=11）

ベビーシッター

（ｎ=1）

ファミリーサ

ポートセンター
（ｎ=1）

子どもが留守番

（ｎ=9）

その他

（ｎ=27）

1～2日 27.3 0.0 100.0 55.6 14.8

3～4日 18.2 0.0 0.0 22.2 7.4

5～6日 27.3 0.0 0.0 11.1 7.4

7～8日 9.1 0.0 0.0 0.0 22.2

9日以上 9.1 100.0 0.0 11.1 22.2

無回答 9.1 0.0 0.0 0.0 25.9  

 

※問 22-1で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」のどちらかを選択した方 

問 22-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われ

ましたか。利用したい日数（おおよそ）についてもご記入ください。（単数回

答、数量回答） 

病児・病後児の施設等の利用意向は、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 38.9%

であるのに対し、「利用したいとは思わない」は 59.6%で半数を超える割合となっています。 

また、利用意向がある方の利用日数は、「９日以上」が 25.9%で最も高く、次いで「５～６日」が

24.9%、「３～４日」が 20.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば病児・

病後児保育施

設等を利用し

たい

38.9%
利用したいとは

思わない

59.6%

無回答

1.5%
（ｎ=475）

15.7

20.0

24.9

5.9

25.9

7.6

0 10 20 30

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以上

無回答

%

利用したい日数(n=185)
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※問 22-2で「できれば利用したい」を選択した方 

問 22-３ 病気やケガに対応する目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が

望ましいと思われますか。（複数回答） 

望ましい事業形態では、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 76.2%、「他の施設

に併設した施設で子どもを保育する事業」が 58.9%と、この２項目の回答が高くなっています。 

76.2

58.9

13.0

1.1

2.2

0 20 40 60 80 100

小児科に併設した施設で子どもを保育する

事業

他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した

施設で子どもを保育する事業

地域住民が子育て家庭の身近な場所で保育

する事業（例：ファミリーサポートセンター等）

その他

無回答

%(n=185)

 

 

※問 22-2で「利用したいと思わない」を選択した方 

問 22-４ 利用したいと思わない理由はなんですか。（複数回答） 

病児・病後児施設を利用したいと思わない理由は、「病児・病後児を他人に看護してもらうのは

不安」が 47.3%、「親が仕事を休んで対忚できる」が 45.6%で、この２項目の回答が高くなっていま

す。 

47.3

45.6

22.3

17.7

12.4

11.0

21.9

6.0

0 10 20 30 40 50 60

病児・病後児を他人に看護してもらうのは不安

親が仕事を休んで対応できる

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）が

よくない

事業の質に不安がある

その他

無回答

%
(n=283)
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※問 22-1で両親が休む以外の対応を選択した方 

問 22-５ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したい」と思われまし

たか。また、問 22-１の選択肢「親族・知人」から「その他」で回答した日数

のうち、仕事を休んで看護したかった日数についても数字でご記入ください。

（単数回答、数量回答） 

仕事を休んで対忚したかったかどうかについては、「できれば仕事を休んで看護したい」が 33.0%、

「休んで看護することは非常に難しい」が 19.6%となっています。 

また、休んで看護したかった日数は、「３～５日」が 43.2%で最も高く、次いで「１～２日」が

17.7%、「10～14日」が 16.1%となっています。 

できれば仕事

を休んで看護し

たい

33.0%

休んで看護す

ることは非常に

難しい

19.6%

無回答

47.3%

（ｎ=581）

 

※問 22-5で「休んで看護することは非常に難しい」を選択した方 

問 22-６ そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

仕事を休んで看護することは難しいと思う理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が

56.1%で最も高く、次いで、「その他」が 29.8%、「休暇日数が足りないので休めない」が 17.5%とな

っています。 

56.117.5

6.1

29.8

5.3

0 10 20 30 40 50 60

子どもの看護を理由に休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

無回答

%
(n=114)

 

 

 

17.7 

43.2 

8.3 

16.1 

8.3 

6.3 

0 10 20 30 40 50

1～2日

3～5日

6～9日

10～14日

15日以上

無回答

%

仕事を休んで看護したかった日数(n=192)
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８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

問 23 宛名のお子さまについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の

通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。１年間

の利用日数（おおよそ）もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

不定期に利用している事業は、「利用していない」が 79.8%で最も高くなっていますが、「幼稚園

の預かり保育」が 12.9%、「一時預かり」が 3.5%となっています。 

利用日数では、一時預かりは「１～２日」が 38.7%、幼稚園の預かり保育では「３～５日」が 26.0%

で最も高くなっています。 

79.8

12.9

3.5

0.6

0.2

0.2

0.8

2.8

0 20 40 60 80 100

利用していない

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリーサポートセンター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

無回答

%
(n=1,765)

 

〔１年間の利用日数〕 

38.7

24.2

6.5

4.8

24.2

1.6

22.0

26.0

5.7

15.9

24.2

6.2

0 10 20 30 40 50

1～2日

3～5日

6～9日

10～14日

15日以上

無回答

%

一時預かり（ｎ=62） 幼稚園の預かり保育（ｎ=227）  

※「ファミリーサポートセンター」から「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表の

み掲載 

 

 

 

 

ファミリーサ

ポートセンター
（ｎ=11）

トワイライトス

テイ
（ｎ=3）

ベビーシッター

（ｎ=4）

その他

（ｎ=14）

1～2日 36.4 0.0 25.0 7.1

3～5日 18.2 33.3 25.0 21.4

6～9日 9.1 0.0 0.0 0.0

10～14日 18.2 0.0 0.0 14.3

15日以上 0.0 0.0 50.0 42.9

無回答 18.2 66.7 0.0 14.3



50 

 

※問 23 で「利用していない」を選択した方 

問 23-１ 現在利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

現在利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 77.1%と高くなっています。次いで、

「利用料がかかる・高い」が 17.8%、「事業の利用方法がわからない」が 14.6%となっています。 

77.1

17.8

14.6

9.6

6.9

6.4

4.7

2.8

5.7

2.0

0 20 40 60 80 100

特に利用する必要がない

利用料がかかる・高い

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がわからない

事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）が

よくない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

その他

無回答

%
(n=1,408)

 

 

問 24 宛名のお子さまについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日

くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択

し、必要な日数をご記入ください。（複数回答、数量回答） 

一時預かりの利用希望は、「利用したい」が 40.1%、「利用する必要はない」が 55.0%となってい

ます。 

利用したい日数の合計は、「15日以上」が 35.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい

40.1%

利用する必要

はない

55.0%

無回答

5.0%

（ｎ=1,765）

5.2

15.6

7.8

22.3

35.4

13.7

0 10 20 30 40

1～2日

3～5日

6～9日

10～14日

15日以上

無回答

%

利用したい合計日数(n=707)
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利用目的では、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 63.9%、「私用、リフレッシュ目

的」が 61.5%でそれぞれ 60%を超える割合となっています。次いで、「不定期の就労」が 23.9%とな

っています。 

利用したい日数では、「私用、リフレッシュ目的」は「10～14 日」が 30.1%、「冠婚葬祭、学校行

事、子どもや親の通院等」は「３～５日」が 37.8%、「不定期の就労」は「15 日以上」が 42.0%で、

それぞれ最も高くなっています。 

「私用、リフレッシュ目的」に６割を超える回答があり、就学前児童の保護者のリフレッシュ  

対策の必要性がうかがえます。 

〔利用目的〕 

63.9

61.5

23.9

4.8

4.1

0 20 40 60 80
冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

%
(n=707)

 

〔利用目的別の利用したい日数〕 

12.0

29.4

6.2

30.1

19.3

3.0

13.7

37.8

9.1

26.1

8.2

5.1

5.3

14.2

4.1

24.9

42.0

9.5

0 10 20 30 40 50

1～2日

3～5日

6～9日

10～14日

15日以上

無回答

%

私用（ｎ=435） 冠婚葬祭等（ｎ=452） 不定期の就労（ｎ=169）
 

※「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表のみ掲載 

その他
（ｎ=34）

1～2日 20.6

3～5日 26.5

6～9日 0.0

10～14日 29.4

15日以上 11.8

無回答 11.8  
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※問 24 で「利用したい」を選択した方 

問 24-１ 問 24 の目的でお子さまを預ける場合、望ましいと思われる事業形態は何です

か。（複数回答） 

お子さまを一時預かりで預ける場合の望ましい事業形態では、「大規模施設で子どもを預かる事

業」が 76.9%で最も高く、次いで、「小規模施設で子どもを預かる事業」が 44.6%、「地域住民が子

育て家庭の近くの場所で保育する事業」が 20.7%となっています。 

76.9

44.6

20.7

2.1

4.5

0 20 40 60 80 100

大規模施設で子どもを預かる事業

小規模施設で子どもを預かる事業

地域住民が子育て家庭の近くの場所で保育する事業

その他

無回答

%(n=707)

 

 

問 25 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛

名のお子さまを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはあり

ましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１

年間の対応を選択し、それぞれの日数もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

泊りがけでお子さまを家族以外にみてもらわなければならないことは、「あった」が 18.3%、「な

かった」が 72.8%となっています。 

あった場合の対忚では、「親族・知人にみてもらった」が 83.3%で最も高く、次いで、「子どもを

同行させた」が 17.3%となっています。対忚に要した日数では、先の２項目はともに「１～２泊」

が約４割で最も高く、次いで高い「３～５泊」を合わせると、６割強が５泊以内の対忚が発生して

いることがうかがえます。 

あった

18.3%

なかった

72.8%

無回答

8.9%

（ｎ=1,765）
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〔泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかったときの対応〕 

83.3

17.3

1.2

1.2

0.6

3.4

1.5

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

子どもだけで留守番をさせた

短期入所以外の保育事業を利用した

その他

無回答

%
(n=323)

 

〔対応に要した日数〕 

39.4

25.7

7.8

9.7

10.0

7.4

42.9

23.2

5.4

5.4

3.6

19.6

0 10 20 30 40 50

1～2泊

3～5泊

6～9泊

10～14泊

15泊以上

無回答

%

親族・知人（ｎ=269） 子どもを同行（ｎ=56）  

※「短期入所生活援助事業」、「短期入所以外の保育事業」、「子どもだけで留守番」、「その他」の

項目は、サンプル数が少ないため結果表のみ掲載。 

短期入所
（ｎ=4）

短期入所以外
（ｎ=2）

子ども留守番
（ｎ=4）

その他
（ｎ=11）

1～2泊 50.0 50.0 25.0 36.4

3～5泊 25.0 0.0 50.0 36.4

6～9泊 0.0 0.0 0.0 0.0

10～14泊 0.0 0.0 0.0 9.1

15泊以上 0.0 50.0 0.0 0.0

無回答 25.0 0.0 25.0 18.2  
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９ 来年度、小学校入学予定の児童を持つ保護者の方にうかがいます 

 

問 26 宛名のお子さまについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それぞ

れ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の

場合には、利用を希望する時間もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

小学校低学年時の放課後の過ごし方は、「自宅」が 63.6%で最も高く、次いで「習い事」が 58.1%、

「放課後児童クラブ」が 34.3%となっています。利用したい日数では、「祖父母宅等」、「習い事」、

「放課後子ども教室」は週に１～２日の割合が高くなっていますが、放課後児童クラブは「５日」

が 56.8%で最も高くなっています。 

また、放課後児童クラブの利用したい時間については、「18時」が 40.7%で最も高く、次いで「17

時」と「19時」がともに約 20%となっています。 

63.6

58.1

34.3

27.5

22.9

18.2

7.6

1.7

1.7

0 20 40 60 80 100

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ（学童保育所）

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室（ゆうゆうプラザ）

その他（公民館、公園など）

児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター

無回答

%
(n=236)

 

〔希望する利用日数〕 

13.3

47.7

41.6

66.7

6.2

24.7

27.7

37.2

16.7

4.9

18.0

4.6

16.1

5.6

13.6

8.7

3.1

2.2

5.6

13.6

25.3

10.8

3.7

56.8

0.7

2.5

3.3

1.5

6.7

4.6

2.2

1.9

2.5

0 20 40 60 80 100

自宅（ｎ=150）

祖父母宅等（ｎ=65）

習い事（ｎ=137）

放課後子ども教室（ｎ=54）

放課後児童クラブ（ｎ=81）

%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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〔放課後児童クラブを何時まで利用したいかの意向〕 

15時

0.0% 16時

14.8%

17時

22.2%

18時

40.7%

19時

19.8%

無回答

2.5%

（ｎ=81）

 

※「児童館・児童センター」、「ファミリーサポートセンター」、「その他」の項目は、サンプル数

が少ないため結果表のみ掲載。 

児童館・児童セ
ンター

（ｎ=18）

ファミリーサ
ポートセンター

（ｎ=4）

その他

（ｎ=43）

1日 83.3 25.0 32.6

2日 5.6 0.0 34.9

3日 0.0 0.0 18.6

4日 5.6 25.0 0.0

5日 5.6 50.0 4.7

6日 0.0 0.0 0.0

7日 0.0 0.0 4.7

無回答 0.0 0.0 4.7  
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問 27 宛名のお子さまについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それ

ぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」

の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

小学校高学年時の放課後の過ごし方は、「習い事」が 70.8%で最も高く、次いで「自宅」が 69.5%、

「祖父母宅等」が 28.8%となっています。利用したい日数では、「習い事」は２～３日の割合が高く

なっています。放課後児童クラブは、低学年時と変わらず「５日」が 50.0%で最も高くなっていま

す。 

また、放課後児童クラブの利用したい時間については、「18時」が 40.0%で最も高く、次いで「17

時」が 26.0%、「19時」が 20.0%となっています。 

70.8

69.5

28.8

23.3

22.5

21.2

6.4

1.3

1.7

0 20 40 60 80 100

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室（ゆうゆうプラザ）

その他（公民館、公園など）

放課後児童クラブ（学童保育所）

児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター

無回答

%
(n=236)

 
〔希望する利用日数〕 

19.5

45.6

18.0

58.2

6.0

26.4

27.4

30.9

47.9

23.6

10.0

39.6

15.9

4.4

23.4

7.3

18.0

17.0

6.1

1.5

4.8

3.6

16.0

3.8

23.2

11.8

1.2

3.6

50.0

9.4

1.2

1.8

1.2

1.5

6.7

4.4

3.6

1.8

3.8

0 20 40 60 80 100

自宅（ｎ=164）

祖父母宅等（ｎ=68）

習い事（ｎ=167）

放課後子ども教室（ｎ=55）

放課後児童クラブ（ｎ=50）

その他（ｎ=53）

%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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〔放課後児童クラブを何時まで利用したいかの意向〕 

15時

0.0%
16時

8.0%

17時

26.0%

18時

40.0%

19時

20.0%

無回答

6.0%

（ｎ=50）

 

※「児童館・児童センター」、「ファミリーサポートセンター」の項目は、サンプル数が少ないた

め結果表のみ掲載。 

児童館・児童セ
ンター

（ｎ=15）

ファミリーサ
ポートセンター

（ｎ=3）

1日 80.0 33.3

2日 13.3 0.0

3日 0.0 0.0

4日 6.7 33.3

5日 0.0 33.3

6日 0.0 0.0

7日 0.0 0.0

無回答 0.0 0.0  
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※問 26 または問 27で「放課後児童クラブ」を選択した方 

問 28 宛名のお子さまについて、長期の休暇中を除いた土曜日と日曜日・祝日に、放課

後児童クラブの利用希望はありますか。（それぞれ単数回答、数量回答） 

土曜日の放課後児童クラブの利用意向は、「利用する必要はない」が 44.2%と最も高くなっていま

すが、「低学年の間は利用したい」の 18.6%と「高学年になっても利用したい」の 25.6%を合わせる

と 44.2%となり、利用の有無の割合はおよそ半々となっています。利用時間については、「８時」か

ら「17時」・「18時」の意向が高くなっています。 

日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用意向は、「低学年の間は利用したい」の 4.7%と「高学年

になっても利用したい」の 12.8%を合わせて 17.5%と２割近い意向がありますが、土曜日の利用意

向と比べると低くなっています。 

 

〔土曜日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔日曜日・祝日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

18.6%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

25.6%

利用する必要

はない

44.2%

無回答

11.6%

（ｎ=86）

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

4.7%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

12.8%
利用する必要

はない

70.9%

無回答

11.6%

（ｎ=86）

13.2

44.7

28.9

10.5

2.6

0 10 20 30 40 50 60
7時

8時

9時

10時以降

無回答

%
開始時間(n=38)

6.7

33.3

46.7

6.7

6.7

0 10 20 30 40 50 60
7時

8時

9時

10時以降

無回答

%
開始時間(n=15)

5.3

5.3

10.5

31.6

26.3

18.4

2.6

0 10 20 30 40 50 60

14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

%

終了時間(n=38)

0.0

0.0

6.7

33.3

26.7

26.7

6.7

0 10 20 30 40 50 60
14時以前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

%

終了時間(n=15)
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10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

 

問 29 宛名のお子さまが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得し

ましたか。（単数回答） 

また、取得していない方はその理由をご記入ください。（複数回答） 

宛名のお子さまが生まれた時の育児休業取得状況は、父親は「取得していない」が 86.9%で最も

高く、母親は「働いていなかった」が 58.4%で最も高くなっています。なお、「取得した（取得中で

ある）」の割合は、父親で 2.6%、母親で 25.1%となっています。 

取得していない理由については、父親は「仕事が忙しかった」が 42.5%、「職場に育児休業を取り

にくい雰囲気があった」と「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する

必要がなかった」がともに 39.2%でそれぞれ約４割となっています。母親では、「子育てや家事に専

念するため退職した」が 51.0%で半数を超える回答があり、次いで「職場に育児休業の制度がなか

った」が 21.3%となっています。 

出産時に「働いていなかった」と回答する母親が多いことから、育児休業を取得せず、妊娠・出

産を期に仕事を辞めていることがうかがえます。 

 

1.4

2.6

86.9

9.1

58.4

25.1

13.5

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

%

父親（ｎ=1,765） 母親（ｎ=1,765）
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〔取得していない理由〕 

 

39.2

42.5

0.2

5.9

7.0

29.2

0.9

18.8

39.2

0.1

14.7

0.3

2.5

0.1

4.0

4.0

8.8

7.5

1.7

8.8

0.0

5.4

2.9

0.0

6.7

51.0

21.3

5.9

2.1

4.2

13.8

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に

定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

その他

無回答

%

父親（ｎ=1,534） 母親（ｎ=239）
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問 29-１ 子どもが原則１歳（一定の要件を満たす場合は１歳６ヶ月）になるまで育児休

業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの育児休業等期間につ

いて健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そ

のことをご存じでしたか。（単数回答） 

給付や免除の仕組みの周知度は、「いずれも知らなかった」が 38.9%で最も高く、次いで「育児休

業給付のみ知っていた」が 29.5%、「いずれも知っていた」が 27.3%となっています。 

38.9

29.5

27.3

1.2

3.1

0 10 20 30 40 50

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

育児休業給付のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

保険料免除のみ知っていた

無回答

%(n=1,765)

 

 

※問 29 で「取得した（取得中である）」を選択した方 

問 29-２ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ単数回答） 

育児休業取得後の職場復帰状況は、父親・母親ともに「育児休業取得後、職場に復帰した」が５

割以上の割合で最も高くなっています。一方、「育児休業中に離職した」は母親で 12.9%の回答があ

ります。 

54.3

0.0

0.0

45.7

64.3

19.0

12.9

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

%

父親（ｎ=46） 母親（ｎ=443）
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※問 29-2で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方 

問 29-３ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミン

グでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（それぞれ単数回答） 

職場復帰のタイミングが年度初めであったかについては、「それ以外だった」が父親・母親とも

に最も高くなっていますが、母親は次いで高い「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」も

44.2%で半数近い割合となっています。 

4.0

80.0

16.0

44.2

53.3

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
年度初めの入所に合わせた

タイミングだった

それ以外だった

無回答

%

父親（ｎ=25） 母親（ｎ=285）  

※問 29-2で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方 

問 29-４ 育児休業からは、「実際」にお子さまが何歳何ヶ月のときに職場復帰しました

か。また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取り

たかったですか。（数量回答） 

父親の実際の取得期間は「１ヶ月～６ヶ月」が 44.0%と最も高くなっています。 

母親の実際の取得期間は「７ヶ月～１歳」が 47.0%で最も高く、希望取得期間でも「７ヶ月～１

歳」が 36.1%で最も高くなっています。しかし、１歳７ヶ月から３歳までの期間においては、実際

の取得期間よりも希望取得期間とする割合が高くなる傾向がみられます。 

〔父親〕 

44.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

36.0

8.0

8.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

84.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1ヶ月～6ヶ月

7ヶ月から1歳

1歳1ヶ月から1歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

2歳1ヶ月から2歳6ヶ月

2歳7ヶ月～3歳

3歳1ヶ月以上

無回答

（ｎ=25）
%

実際の取得期間 希望取得期間
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〔母親〕 

11.6

47.0

20.4

11.2

1.1

4.2

0.7

3.9

4.6

36.1

20.4

13.3

1.8

10.9

0.7

12.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1ヶ月～6ヶ月

7ヶ月から1歳

1歳1ヶ月から1歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

2歳1ヶ月から2歳6ヶ月

2歳7ヶ月～3歳

3歳1ヶ月以上

無回答

（ｎ=285）
%

実際の取得期間 希望取得期間  

※問 29-4で「実際」の復帰と「希望」の復帰が異なる方 

問 29-５ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。（それぞれ複数

回答） 

希望よりも早い期間で復帰した理由は、母親では「希望する保育所に入るため」が 39.9%で最も

高く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」が 26.4%、「人事異動や業務の節目

の時期に合わせるため」が 21.6%となっています。 

希望よりも遅い時期に復帰した理由は、母親では「希望する保育所に入れなかったため」が 63.3%

で最も高くなっており、希望より早い期間で復帰した理由同様に、保育所の入所のタイミングが育

児休業の取得期間に少なからず影響を与えていることがうかがえます。 

 

〔希望より早く復帰した理由〕 

0.0

0.0
100.0

0.0

50.0

0.0

39.9

3.4

26.4

21.6

23.0

12.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

%

父親（ｎ=2） 母親（ｎ=148）
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〔希望より遅く復帰した理由〕※父親は集計対象者なし 

63.3

6.7

0.0

0.0

13.3

0.0

30.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

%

父親（ｎ=0） 母親（ｎ=30）  

※問 29-2で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方 

問 29-６ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希

望」としてはお子さまが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。（それぞ

れ数量回答） 

３歳まで休暇を取得できる制度があった場合の希望取得期間は、父親は「１ヶ月～６ヶ月」が

20.0%で最も高くなっていますが、母親では「２歳７ヶ月～３歳」と、ほぼ３歳いっぱいまで取得

したいとする回答が 37.9%で最も高くなっています。 

20.0

16.0

0.0

8.0

0.0

8.0

0.0

48.0

1.8

12.3

16.5

16.5

1.1

37.9

2.1

11.9

0 10 20 30 40 50 60

1ヶ月～6ヶ月

7ヶ月から1歳

1歳1ヶ月から1歳6ヶ月

1歳7ヶ月～2歳

2歳1ヶ月から2歳6ヶ月

2歳7ヶ月～3歳

3歳1ヶ月以上

無回答

%

父親（ｎ=25） 母親（ｎ=285）  
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※問 29-2で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方 

問 29-７ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（それぞ

れ単数回答） 

短時間勤務制度の利用状況は、父親は「利用する必要がなかった」が 48.0%で最も高くなってい

ますが、母親は「利用した」が 44.6%で最も高くなっています。また、父親・母親ともに「利用し

たかったが、利用しなかった」が約３割となっています。 

48.0

4.0

32.0

16.0

18.6

44.6

31.2

5.6

0 10 20 30 40 50 60

利用する必要がなかった（フルタイムで

働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

%

父親（ｎ=25） 母親（ｎ=285）  
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※問 29-7で「利用しなかった」を選択した方 

問 29-８ 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。（そ

れぞれ複数回答） 

短時間勤務制度を利用しなかった理由は、母親は「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気が

あったため」が 57.3%で最も高く、次いで「仕事が忙しかったため」が 49.4%、「短時間勤務にする

と給与が減額されるため」が 36.0%と、お勤め先が要因となる項目が上位３項目を占めています。 

37.5

75.0

25.0

0.0

0.0

12.5

0.0

12.5

0.0

12.5

0.0

57.3

49.4

36.0

5.6

0.0

6.7

1.1

13.5

10.1

6.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があったため

仕事が忙しかったため

短時間勤務にすると給与が減額されるため

短時間勤務にすると保育所の入所申請の

優先順位が下がるため

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を

利用したため

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、子どもをみてくれる人がいたため

子育てや家事に専念するために退職したため

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）ため

短時間勤務制度を利用できることを知らなかったため

その他

無回答

%

父親（ｎ=8） 母親（ｎ=89）  

※問 29-2で「現在も育児休業中である」を選択した方 

問 29-９ 宛名のお子さまが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳にな

るまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳にな

る前に復帰しますか。（それぞれ単数回答） 

お子さまが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば１歳まで育児休業を取得するかに

ついては、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 82.1%で高くなっています。 

82.1

8.3

9.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

無回答

%

父親（ｎ=0） 母親（ｎ=84）  

※父親は集計対象者なし 
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最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら

ご自由にご記入ください。 

自由記述には、715 人（1,765 人の 40.5%）、延べ 870 件の書き込みがありました。最も件数の多

かった項目は「遊び場に関すること」で 129 件、次いで「保育所に関すること」が 115 件、「情報

提供に関すること」、「経済的支援に関すること」が 61件となっています。 

129

115

61

61

58

45

38

33

31

28

26

24

21

20

180

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200
遊び場に関すること

保育所に関すること

情報提供に関すること

経済的支援に関すること

保健・医療に関すること

幼稚園に関すること

労働環境・就労支援に関すること

道路・交通・バリアフリーに関すること

地域差に関すること

子育て支援センターに関すること

一時預かりに関すること

行政に関すること

病児保育に関すること

相談に関すること

その他

件

 

※20個以上意見のあった項目を掲載、それ以下のものは「その他」にまとめて集計しています。 

以下に、それぞれの項目の主な意見を抜粋して掲載します。 

◇遊び場に関すること 

・近所に公園は多いのですが、老朽化、壊れてい

る所を早く直してほしい。 

・どこの公園に行っても雑草が高く生えていて、

とても遊べる状態ではない。 

・乳児、幼児、児童が遊べる十分な広さを確保し

た施設を望む。 

・雤の日に子どもを思い切り遊ばせてあげられる

施設がない。 

・子どもたちが安心して遊べる場所を増やしてほ

しいです。 

・駐車場のある公園がない。 

・アスレチック遊具のある公園を作っていただき

たい。 

・家にこもりがちな０～１歳の親子が足を運びや

すい遊び場、環境を整えてほしい。 

◇保育所に関すること 

・２人目を産んだ後、産休明け、育児休業期間に

保育所を退所しなければならないことに不満

があります。 

・希望する人が必ず入れるように待機児童０にな

る努力をしてほしい。 

・保育所に在園しているが、保育内容に不安があ

ります。また、担任が次々とやめ、変わってい

くことにも不安。 

・保育時間の始まりと終わりが、もう少し長くな

れば最高だと思う。 

・０歳児クラスの数や定員を増やしてほしい。そ

して子どもが１歳になる時に保育所に預けら

れるようにしてほしい。 

・保育所を利用して働きたかったが、祖父母同居

の場合は出来ないと断られた。 
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・保育所に預ける手続きや申し込みなどの情報を

得るのが難しいと感じています。それから、保

育所に入れるかどうか、２月上旬頃にわかると

いうことですが、もう少し早くにわかるとあり

がたいです。 

・職場の事もあるので、もっと前もって保育所に

入れるかどうかわかるようになってほしい。 

・五霞と隣接している栗橋地区の人は保育所とし

て入所できるようにしてほしい。 

・待機児童が多いと言いますが、調査をもう少し

工夫するなどして、本当に必要な家庭の児童を

受け入れる事が出来るようにお願いします。 

◇情報提供に関すること 

・保育所や幼稚園の情報等が少ない。 

・子どもの発育に沿った情報を定期的に知りた

い。 

・合併してから広報の子育て支援情報で、各地区

の細かい情報が届かなくなった。 

・子育て支援の内容、場所などを、すべて一冊に

して配布してもらえると分かりやすいと思い

ます。 

・育児に関する事は郵送してもらえると助かりま

す。 

◇経済的支援に関すること 

・子育て世代への経済的支援がもっとあるとあり

がたいです。 

・子どもが３人以上いる場合など、経済的支援の

拡充を希望します。 

・保育料をもう少し安くしてほしい。 

・私立幼稚園の保育料を安くしてほしい。 

・児童手当をもう少し上げてほしい。 

◇保健・医療に関すること 

・小児医療の充実。救急の受入病院が少なすぎる。 

・予防接種は無料にしてほしい。 

・乳児健診の時、はじめの問診のスタッフが保健

師や助産師の資格を持つ人でなかった。知識不

足だと思いました。不安に感じた。 

 

・乳幼児の検診は午後１時からではなく午前中に

行ってほしいと思います。 

・健康診断を平日にやられても仕事を休めない。 

◇幼稚園に関すること 

・公立の幼稚園も３年保育になってほしい。 

・幼稚園の保育時間はもっと長くしてほしい。 

・公立の幼稚園は給食などにしてほしいです。 

・公立幼稚園をもっと増やしてほしいです。 

・市内の公立幼稚園のサービス格差をなくしてく

ださい。 

◇労働環境・就労支援に関すること 

・子どもを育てている間の時短勤務をもっと普及

させていただければ働きやすくなると思いま

す。 

・就職活動をするために子どもを預かってくれる

制度がほしい。 

・育休を取得する側、周りでサポートする側、ど

ちらも意識改革が必要だと思いました。 

◇道路・交通・バリアフリーに関すること 

・子どもたちの通る歩道等の整備。ベビーカーな

ど押しやすい歩道。 

・東鷲宮駅東側にエレベーターを設置してくださ

い。 

・道路が狭い割には交通量が多く、子どもを連れ

て歩くには歩道も無く危険な場所が多い。 

◇地域差に関すること 

・鷲宮地区は乳幼児が多い割には教育、保育環境

の整備が遅れていると思う。 

・公立の保育所が栗橋地区にはない。 

・菖蒲町は保育所が少なく、空きもなく入所する

事ができずあきらめました。 

◇子育て支援センターに関すること 

・支援センターが土曜日も開放されると嬉しいで

す。 

・もう少し広いスペースにしていただけると子ど

もものびのび遊ぶ事ができると思います。 
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◇一時預かりに関すること 

・一時保育を手軽にできるとうれしいです。 

・公立幼稚園でも一時保育を行ってほしい。 

・急でもいいから少しの間でも見てくれる人がい

れば助かります。一時保育を頼みたいのに定員

なので今日はダメというのが多くて困る。 

◇行政に関すること 

・同じ地区にある幼稚園と小学校もしくは中学校

の横の連絡が無いと感じます。 

・小学校で両親が働いていることを想定していな

い対忚が多いので、その点について考えてほし

い。 

 

◇病児保育に関すること 

・病児を預かってくれる施設がないのも就労につ

いて不利な状況をつくっていると思う。 

・久喜市には病後児保育はありますが、病児保育

も取り入れてほしいです。 

・病後児保育ができる保育所をもっと増やしてほ

しいです。 

◇相談に関すること 

・相談窓口等、利用したくても結果どこを利用し

て良いかが分からず利用できていません。 

・臨床心理士の資格を持った方の相談窓口を増や

してください。 

・子どものこと、育児のことをもう少し気軽に相

談できる場を設けてほしい。 
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第２章 

就学児童調査結果 
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１ お子さまとご家族の状況について 

 

問１ お住まいの地区はどちらですか。（単数回答） 

お住まいの地区については、「太東中学校区」が 13.5%、「久喜中学校区」が 13.0%、「栗橋東中学

校区」が 11.5%でそれぞれ１割を超える割合となっており、「菖蒲南中学校区」が 3.6%で最も低く

なっています。 

13.5

13.0

11.5

9.7

9.4

9.3

8.0

6.0

6.0

5.7

3.6

4.4

0 10 20
太東中学校区

久喜中学校区

栗橋東中学校区

鷲宮中学校区

久喜東中学校区

鷲宮東中学校区

菖蒲中学校区

久喜南中学校区

栗橋西中学校区

鷲宮西中学校区

菖蒲南中学校区

無回答

%
(n=616)

 

 

問２ 宛名のお子さまの生年月をご記入ください。（数量回答） 

宛名のお子さまの年齢は「７歳」が 51.3%で最も高く、「６歳」と「８歳」がそれぞれ約 20%とな

っています。 

〔生まれ年〕     〔生まれ月〕 

 

39.1

50.0

7.6

3.2

0 10 20 30 40 50 60

17年

18年

19年

無回答

%
(n=616)

 

 

 

 

 

7.0

7.0

6.2

7.8

10.2

8.3

7.8

8.8

9.4

8.3

8.3

7.8

3.2

0 10 20
1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

無回答

%
(n=616)
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〔年齢（基準日：平成 25 年 9月 1日）〕 

23.9

51.3

21.6

3.2

0 10 20 30 40 50 60

6歳

7歳

8歳

無回答

%
(n=616)

 

 

問３ 宛名のお子さまのきょうだいは、何人いらっしゃいますか。お２人以上のお子さま

がいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。(数量回答) 

きょうだい数は、「２人」が 49.5%で最も高く、次いで「1人」が 27.8%となっています。 

また、末子の年齢は「７歳」が 39.6%で最も高く、「６歳」と「８歳」が約 20%、５歳以下はそれ

ぞれ１%前後の割合となっています。 

 

〔きょうだい数〕    〔末子の年齢（きょうだい２人以上のみ）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.7

0.5

1.0

1.2

0.5

1.0

21.3

39.6

18.8

15.3

0 10 20 30 40 50

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

無回答

%
(n=404)

1人

27.8%

2人

49.5%

3人

14.3%

4人

1.5%

5人以上

0.3%

無回答

6.7%
（ｎ=616）
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さまからみた関係でお

答えください。（単数回答） 

調査の回答者は、「母親」が 87.8%で多数を占めており、「父親」は 11.2%となっています。 

父親

11.2%

母親

87.8%

その他

0.2%

無回答

0.8%
（ｎ=616）

 

※問４で「父親」、「母親」と回答した方 

問５ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（単数回答） 

調査回答者（お子さまの保護者）の配偶関係については、「配偶者がいる」が 85.6%で多数を占め、

「配偶者はいない」は 11.5%となっています。 

配偶者がいる

85.6%

配偶者はいな

い

11.5%

無回答

3.0%

（ｎ=610）
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問６ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名

のお子さまからみた関係でお答えください。（単数回答） 

お子さまの子育てを主に行っている人は、「父母ともに」が 51.9%で過半数を占め、「主に母親」

が 44.3%となっています。「主に父親」は 1.0%となっています。 

就学前調査の結果と同様に「主に母親」の回答も多く、就学児童世帯においても母親に子育ての

負担が偏っている家庭が多いことがうかがえます。 

父母ともに

51.9%

主に父親

1.0%

主に母親

44.3%

主に祖父母

1.3%

その他

0.5%

無回答

1.0%

（ｎ=616）

 

２ 子育てをめぐる環境について 

 

問７ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのはどなた（施設）

ですか。宛名のお子さまからみた関係でお答えください。（複数回答） 

お子さまの子育てに日常的に関わっている人（施設）では、「父母ともに」が 47.2%、「小学校」

が 46.9%、「母親」が 46.6%でそれぞれ５割近くとなっています。 

47.2

46.9

46.6

20.0

4.7

5.5

0.8

0 10 20 30 40 50 60

父母ともに

小学校

母親

祖父母

父親

その他

無回答

%
(n=616)
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問８ 日頃、宛名のお子さまをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答） 

日頃、お子さまをみてもらえる親族や知人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」が 56.5%で半数を超える割合となっています。また、「日常的に祖父母等の親

族にみてもらえる」が 32.8%で次いで高くなっており、就学前児童の調査同様に、子育てにおける

親族の大きな関わりがうかがえます。 

就学前調査の結果と同様に「いずれもいない」に約 10%の回答があり、潜在的に支援が必要な家

庭であるといえます。 

56.5

32.8

30.5

8.3

5.8

0.6

0 10 20 30 40 50 60

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみて

もらえる友人・知人がいる

いずれもいない

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる

無回答

%
(n=616)

 

※問８で「祖父母等の親族にみてもらえる」を選択した方 

問８-１ 祖父母等の親族にお子さまをみてもらっている状況についてお答えください。

（複数回答） 

祖父母等の親族にお子さまをみてもらっている状況は、「安心して子どもをみてもらえる」が

61.9%で半数以上となっています。次いで、「負担をかけていることが心苦しい」が 22.0%、「時間的

制約や精神的な負担が大きく心配である」が 17.5%となっています。 

61.9

22.0

17.5

16.1

6.0

3.9

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

尐し不安がある

その他

無回答

%
(n=514)
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※問８で「友人・知人にみてもらえる」を選択した方 

問８-２ 友人・知人にお子さまをみてもらっている状況についてお答えください。（複数

回答） 

友人・知人にお子さまをみてもらっている状況は、「安心して子どもをみてもらえる」が 46.1%

で最も高く、次いで「負担をかけていることが心苦しい」が 36.8%、「時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である」が 18.1%となっています。 

問 8-1の祖父母等の親族にみてもらっている状況に比べると、「安心して子どもをみてもらえる」

の割合が 15%近く低く、友人・知人に何らかの負担をかけていることに対して心苦しさや心配を感

じている親が多いことがうかがえます。 

46.1
36.8

18.1

4.9

3.9

6.4

2.9

0 10 20 30 40 50

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配

することなく、安心して子どもをみてもらえる

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

である

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

尐し不安がある

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

その他

無回答

%(n=204)

 

問９ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。（単数回答） 

相談相手（場所）の有無は、「いる／ある」が 87.8%で多数を占めており、「いない／ない」は 11.0%

となっています。 

いる／ある

87.8%

いない／ない

11.0%

無回答

1.1%

（ｎ=616）

 



78 

 

※問９で「いる／ある」を選択した方 

問９-１ お子さまの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）

ですか。（複数回答） 

相談相手（場所）は、「友人や知人」が 83.0%で最も高く、次いで「祖父母等の親族」が 75.0%と

この２項目の割合が高くなっています。次いで「学校や教員」の 23.1%、「近所の人」の 17.0%とな

っています。 

83.0

75.0

23.1

17.0

7.9

2.4

1.3

1.1

0.9

0.7

3.5

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

友人や知人

祖父母等の親族

学校や教員

近所の人

かかりつけの医師

保健所・保健センター

久喜市の子育て関連担当窓口

児童館・児童センター

民生委員・児童委員

NPO

その他

無回答

%
(n=541)

 

問 10 子育てに関する情報は、どちらから入手していますか。（複数回答、３つまで○） 

子育てに関する情報の入手は、「友人や知人」が 80.5%で最も高く、次いで「祖父母等の親族」が

37.2%、「学校や教員」が 36.0%となっています。また、次いで高いのが「インターネット」、「広報

くき」や「テレビ・ラジオ・新聞」といった媒体物でそれぞれ 20%台の回答があります。 

80.5

37.2

36.0

29.2

24.0

22.6

19.2

3.4

2.4

2.1

1.5

0.5

0.5

2.6

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
友人や知人

祖父母等の親族

学校や教員

インターネット

広報くき

テレビ・ラジオ・新聞

近所の人

かかりつけの医師

保健所・保健センター

久喜市の子育て関連担当窓口

児童館・児童センター

民生委員・児童委員

NPO

その他

無回答

%(n=616)

 



79 

 

 

問 11 子育てに関する情報について、どのような情報が必要ですか。（複数回答） 

必要な子育て情報は、「小児医療や休日・夜間の診療」が 62.2%、「小・中学校」が 49.0%、「子ど

もの遊び場」が 47.1%となっています。「乳幼児健診や予防接種など母子保健サービス」と「子育て

家庭への経済的支援」はともに約 35%でおよそ３人に１人の割合となっています。 

62.2

49.0

47.1

35.7

35.1

24.2

23.4

15.4

15.4

15.1

12.8

10.9

10.2

8.4

5.0

5.0

1.6

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小児医療や休日・夜間の診療

小・中学校

子どもの遊び場（公園、児童館など）

乳幼児健診や予防接種など母子保健サービス

子育て家庭への経済的支援

放課後児童クラブ（学童保育）

子育てに関する行事

子育てに関する相談窓口

発育・発達に関する相談窓口

一時保育・休日保育などの保育サービス

子育て関連施設の地図

ひとり親家庭に対する支援

幼稚園・保育所

障がいのある子どもに対する支援

育児サークル

オムツ交換や授乳ができる場所

その他

無回答

%
(n=616)

 

問 12 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどの

ようなサポートがあればよいとお考えでしょうか。（自由記述） 

自由記述には、173 人（616 人の 28.1%）、延べ 183 件の書き込みがありました。最も件数の多か

った項目は「地域交流・見守り・周囲の理解に関すること」で 26件、次いで「相談に関すること」

が 22 件、「一時預かりに関すること」が 17件となっています。 
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26

22

17

14

10

10

9

8

6

6

5

50

0 10 20 30 40 50 60
地域交流・見守り・周囲の理解に関すること

相談に関すること

一時預かりに関すること

情報に関すること

経済的支援に関すること

遊び場に関すること

放課後の過ごし方に関すること

病児保育に関すること

学童に関すること

教育指導に関すること

送迎に関すること

その他

件

 

※10個以上意見のあった項目を掲載、それ以下のものは「その他」にまとめて集計しています。 

以下に、それぞれの項目の主な意見を抜粋して掲載します。 

◇地域交流・見守り・周囲の理解に関すること 

・近所の方からの声かけ（あいさつ等の日常的な

こと）をいただきたい。行政はハードよりもソ

フトを充実させて。 

・下校時の見守りがあると助かります。 

・子どもが安全に生活出来るように公園等にも見

守ってくれる人がいれば良い。 

◇相談に関すること 

・心の問題や専門的知識を要する状況に子どもが

居る時に、すぐに相談できる所が少ないです。 

・気軽にいつでも相談できる電話相談とかあった

ら、なかなか話せない人も電話なら気軽に話せ

るのでは。 

・子どもに関して悩み事があった時、気兼ねなく

話を聞いたり相談できる場が必要だと思いま

す。 

◇一時預かりに関すること 

・ちょっとした用事などで予約などの手続きがな

くすぐに預けられる場所があると良い。 

・一時保育や学童保育に気軽に預けられる環境が

望ましいです。 

・仕事が遅くなる時に気軽に見てもらいたいの

で、そんな環境がほしい。 

 

◇情報に関すること 

・子が育つタイミングに必要な情報（予防接種等）

や親の都合による情報（保育所、幼稚園、小学

校、中学校等）、行政からの第三者情報がほし

い。 

・こういう相談ができて、こういう活動等紹介し

ているといった分かりやすい情報がほしいで

す。 

・家に引きこもり状態の人でも手に入れられる情

報の発信の仕方を考える必要があると思う。 

◇経済的支援に関すること 

・もう少し手当てが上がってほしいです。 

・医療費さえ出ればなんとかなるかと。 

◇遊び場に関すること 

・公園や児童館等の施設を充実してほしい。 

・公園がほしい。遊具を充実してほしい。 

◇放課後の過ごし方に関すること 

・学童保育も限られている為、校庭開放等、皆で

安全に遊ぶ事ができる制度等があると良いと

思う。 

・保護者の就労の有無に関わらず、全ての小学生

が利用できるという放課後子ども教室を増や

してほしい。 
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◇病児保育に関すること 

・病気の子の預け先が小学生になるとなくなって

しまう。病児保育のようなシステムがあると万

が一の時に安心できる。 

・インフルエンザ等、熱が下がっても幼稚園や学

校に行ってはいけない期間、子どもを預かって

いただける所があると働きやすいです。 

◇学童に関すること 

・日曜、祝日も学童保育をやってほしい。 

・長期休みのみ預かっていただけるようにしてい

ただきたいです。 

◇教育指導に関すること 

・長期休暇中の子どもの教育事業の充実。 

・低学年のうちはまだ心配な点もたくさんある

ので、担任の先生だけでなく補助の先生を１

クラスに２～３人位いてくれたら子どもた

ちも親も安心できると思います。 

◇送迎に関すること 

・学童保育に預けているので、平日はお迎えに

行かなければなりませんが、急な残業で困っ

た事があります。気軽に迎えを頼めるような

ものがもっとあるといいと思います。 

・子どもの習い事への送迎サービスがあれば良

いなと思います。 
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３ お子さまの保護者の就労状況について 

 

問 13 宛名のお子さまの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかが

います。 

父親の就労状況では、「フルタイムで就労しており、休業中ではない」が 85.1%で多数となってい

ます。 

母親の就労状況では、「パート・アルバイト等で就労しており、休業中ではない」が 45.9%で最も

高く、次いで、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 24.4%、「フルタイムで就労し

ており、休業中ではない」が 19.5%となっています。 

85.1

0.0

1.3

0.0

2.6

0.6

10.4

19.5

0.2

45.9

0.5

24.4

3.9

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

%

父親（ｎ=616） 母親（ｎ=616）
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※問 13 で「就労している」を選択した方 

問 13 ①-１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターン

についてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況に

ついてお答えください。（数量回答） 

週当たりの就労日数は、父母ともに「５日」が最も高く、次いで、父親は「６日」が 26.5%、母

親は「４日」が 18.9%で高くなっています。 

１日当たりの就労時間では、母親は「４時間以下」が 27.5%で最も高いものの、次いで高いのが

「８時間」で 19.9%となっています。一方で、父親は「９時間以上」が 66.4%で最も高く、次いで

高い「８時間」は 26.9%となっています。 

就学前児童調査の結果同様に、父親は「９時間以上」が多数で、長時間労働がうかがえられ、

ワークライフバランスの実践が課題といえます。 

〔週当たり就労日数〕 

0.0

0.6

1.1

1.1

67.1

26.5

1.3

2.3

2.0

4.4

14.0

18.9

52.8

5.4

0.7

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%

父親（ｎ=532） 母親（ｎ=407）
 

〔１日当たり就労時間〕 

0.9

0.2

0.4

1.3

26.9

66.4

3.9

27.5

18.7

15.5

8.6

19.9

8.6

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70

4時間以下

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

%

父親（ｎ=532） 母親（ｎ=407）
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※問 13 で「就労している」を選択した方 

問 13 ①-２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、最も

多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入

る前の状況についてお答えください。（数量回答） 

家を出る時刻は、父親は「５～６時」で割合は高くなりはじめ、父母ともに「７～８時」が 60%

強でピークを迎えています。 

帰宅時刻では、母親は「15～16時」と「17～18時」がそれぞれ 20%台後半の割合で高くなってい

ます。父親は「19～20時」が 39.3%で最も高くなっていますが、21時以降の合計割合は 40.8%とな

っています。 

〔父親〕     〔母親〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6

1.1

26.7

63.0

3.9

0.4

0.2

0.6

0.4

0.8

0.0

0.2

2.3

0.4

0.4

0.2

0.9

1.9

2.1

0.4

1.5

9.8

39.3

29.7

11.1

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1～2時

3～4時

5～6時

7～8時

9～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

無回答

（ｎ=532）

%

家を出る時刻 帰宅時刻

0.0

0.2

1.2

64.6

29.0

1.7

0.7

0.2

0.2

0.0

0.5

0.5

1.0

0.5

0.2

0.2

0.0

0.7

3.7

19.7

26.5

29.0

15.2

2.2

0.5

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1～2時

3～4時

5～6時

7～8時

9～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

無回答

（ｎ=407）

%

家を出る時刻 帰宅時刻
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※問 13 で「パート・アルバイト等で就労」を選択した方 

問 13-１ フルタイムへの転換希望はありますか。（単数回答） 

フルタイムへの転換希望は、母親は「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する」が

58.7%で最も高くなっています。約 30%はフルタイムへの転換希望があるものの、「実現できる見込

みはない」が 24.8%となっています。 

0.0

25.0

25.0

0.0

50.0

5.6

24.8

58.7

1.7

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する

パート・アルバイト等をやめて子育てや

家事に専念したい

無回答

%

父親（ｎ=8） 母親（ｎ=286）  

※問 13 で「就労していない・就労したことがない」を選択した方 

問 13-２ 就労したいという希望はありますか。（単数回答） 

現在就労していない保護者の今後の就労希望は、母親は「子育てや家事などに専念したい」と「す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」に 30%強の回答があります。「１年以上先で、一番下の

子どもが○歳になったころに就労したい」は 19.0%となっており、就労するタイミングの一番下の

子の年齢は、「９～10歳」が 48.5%で最も高くなっています。 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」とした母親の大半は「パート・アルバイト等」

を希望しており、就業条件としてはおおむね週当たり３日で１日当たり５時間程度を希望している

ことがうかがえます。 

0.0

0.0

15.0

85.0

32.8

19.0

34.5

13.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

1年以上先で、一番下の子どもが

○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

%

父親（ｎ=20） 母親（ｎ=174）  
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〔就労を考える一番下の子どもの年齢〕※「父親」は対象サンプルがいないため省略 

0.0

3.0

0.0

9.1

48.5

6.1

27.3

6.1

0 10 20 30 40 50 60

1～2歳

3～4歳

5～6歳

7～8歳

9～10歳

11～12歳

13歳以上

無回答

%(n=33)

 

〔すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい方の希望する就労形態〕 

フルタイム

100.0%
パートタイム、

アルバイト等

（「フルタイム」

以外）

0.0%

無回答

0.0%
父親（ｎ=3）

 

〔上記で「パートタイム・アルバイト等」を選んだ方の希望就労日数（左）、就労時間（右）〕 

※「父親」は対象サンプルがいないため省略 

0.0

4.0

48.0

24.0

24.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

%
母親（ｎ=50）

 

 

フルタイム

3.3%

パートタイム、

アルバイト等

（「フルタイム」

以外）

83.3%

無回答

13.3%

母親（ｎ=60）

38.0

52.0

6.0

2.0

2.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

4時間以下

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

%
母親（ｎ=50）
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４ 放課後の過ごし方について 

 

問 14 宛名のお子さまについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。また、過ごさせ

たいと思いますか。それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。ま

た、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。（複

数回答、数量回答） 

小学校低学年時の放課後の過ごし方は、「自宅」が 71.4%で最も高く、次いで「習い事」が 64.8%、

「祖父母宅や友人・知人宅」が 28.9%となっています。利用したい日数では、「祖父母宅等」、「習い

事」、「放課後子ども教室」は週に１～２日の割合が高くなっていますが、放課後児童クラブは「５

日」が 65.8%で最も高くなっています。 

学年別でみると、いずれも「自宅」と「習い事」の回答が高くなっていますが、「放課後児童ク

ラブ」の回答で、１年生が 31.3%、２年生で 22.0%と１割近い差がみられます。 

また、放課後児童クラブの利用したい時間については、「18時」が 45.3%で最も高く、次いで「17

時」と「19時」がともに約 20%となっています。 

71.4

64.8

28.9

26.1

24.7

23.7

4.5

0.8

1.5

0 20 40 60 80 100

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

祖父母宅や友人・知人宅

放課後児童クラブ（学童保育所）

放課後子ども教室（ゆうゆうプラザ）

その他（公民館、公園など）

児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター

無回答

%
(n=616)

 

◇学年別 

ｎ

自
宅

祖
父

母

宅

や

友
人

・

知

人

宅

習
い

事
（

ピ

ア
ノ

教

室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ
ブ
、

学

習

塾

な
ど
）

児
童

館

・

児

童
セ

ン

タ
ー

放
課

後

子

ど

も
教

室

（

ゆ

う

ゆ

う

プ
ラ

ザ
）

放
課

後

児

童

ク
ラ

ブ

（

学

童

保

育

所
）

フ
ァ

ミ

リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ
ン

タ
ー

そ
の

他

（

公

民

館
、

公
園

な

ど
）

無
回

答

１年生 278 70.5 27.0 61.9 4.3 22.7 31.3 1.4 21.6 1.1

２年生 318 72.0 29.9 67.9 4.7 26.4 22.0 0.3 25.8 1.9

表示：%
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〔希望する利用日数〕 

14.8

51.7

36.3

91.4

5.0

46.6

21.1

21.3

35.3

3.9

4.3

28.1

20.9

12.4

17.0

0.7

8.1

13.0

10.2

6.5

12.4

6.2

25.0

10.7

2.5

65.8

4.8

0.9

1.1

2.5

3.9

1.1

3.2

1.7

2.3

3.9

1.9

1.4

0 20 40 60 80 100

自宅（ｎ=440）

祖父母宅等（ｎ=178）

習い事（ｎ=399）

放課後子ども教室（ｎ=152）

放課後児童クラブ（ｎ=161）

その他（ｎ=146）

%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
 

※「児童館・児童センター」、「ファミリーサポートセンター」の項目は、サンプル数が少ないた

め結果表のみ掲載。 

児童館・児童セ
ンター

（ｎ=28）

ファミリーサ
ポートセンター

（ｎ=5）

1日 64.3 20.0

2日 28.6 20.0

3日 7.1 40.0

4日 0.0 20.0

5日 0.0 0.0

6日 0.0 0.0

7日 0.0 0.0

無回答 0.0 0.0  

 

〔放課後児童クラブを何時まで利用したいかの意向〕 

1.2

4.3

25.5

45.3

19.9

1.9

0.6

1.2

0 10 20 30 40 50 60

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時以降

無回答

%
(n=161)
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問 15 宛名のお子さまについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それ

ぞれ希望する週あたり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」

の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

小学校高学年時の放課後の過ごし方は、「自宅」が 74.7%で最も高く、次いで「習い事」が 70.8%、

「その他」が 28.2%となっています。利用したい日数では、「習い事」は２～３日の割合が高くなっ

ています。放課後児童クラブは、低学年時と変わらず「５日」が 49.5%で最も高くなっています。 

学年別でみると、いずれも「自宅」と「習い事」の回答が高く、問 14 同様に「放課後児童クラ

ブ」の回答で、１年生が 20.1%、２年生で 12.9%と１割近い差がみられます。 

また、放課後児童クラブの利用したい時間については、「18時」が 40.4%で最も高く、次いで「19

時」が 29.3%、「17時」が 21.2%となっています。 

74.7

70.8

28.2

28.1

22.4

16.1

5.7

0.5

3.7

0 20 40 60 80 100

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

その他（公民館、公園など）

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室（ゆうゆうプラザ）

放課後児童クラブ（学童保育所）

児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター

無回答

%
(n=616)

 

 

◇学年別 

ｎ

自
宅

祖
父

母

宅

や

友
人

・

知

人

宅

習
い

事
（

ピ

ア
ノ

教

室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ
ブ
、

学

習

塾

な
ど
）

児
童

館

・

児

童
セ

ン

タ
ー

放
課

後

子

ど

も
教

室

（

ゆ

う

ゆ

う

プ
ラ

ザ
）

放
課

後

児

童

ク
ラ

ブ

（

学

童

保

育

所
）

フ
ァ

ミ

リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ
ン

タ
ー

そ
の

他

（

公

民

館
、

公
園

な

ど
）

無
回

答

１年生 278 72.7 27.7 67.3 4.7 22.7 20.1 1.1 24.1 3.6

２年生 318 76.7 28.9 73.6 6.6 21.7 12.9 - 31.8 3.8

表示：%
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〔希望する利用日数〕 

19.6

44.5

22.2

89.9

3.0

42.0

23.9

32.4

42.4

7.2

11.1

28.7

21.7

8.1

22.9

1.4

18.2

13.8

6.3

2.9

6.9

11.1

5.7

20.0

11.0

2.8

49.5

5.7

1.3

0.5

3.0

2.6

0.6

1.1

4.6

0.6

2.3

1.4

4.0

2.9

0 20 40 60 80 100

自宅（ｎ=460）

祖父母宅等（ｎ=173）

習い事（ｎ=436）

放課後子ども教室（ｎ=138）

放課後児童クラブ（ｎ=99）

その他（ｎ=174）

%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
 

※「児童館・児童センター」、「ファミリーサポートセンター」の項目は、サンプル数が少ないた

め結果表のみ掲載。 

児童館・児童セ
ンター

（ｎ=35）

ファミリーサ
ポートセンター

（ｎ=3）

1日 51.4 0.0

2日 28.6 66.7

3日 8.6 0.0

4日 2.9 33.3

5日 2.9 0.0

6日 0.0 0.0

7日 0.0 0.0

無回答 5.7 0.0  
 

〔放課後児童クラブを何時まで利用したいかの意向〕 

0.0

1.0

21.2

40.4

29.3

2.0

0.0

6.1

0 10 20 30 40 50 60

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時以降

無回答

%
(n=99)
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※問 14 または問 15で「放課後児童クラブ」を選択した方 

問 15-1 宛名のお子さまについて、長期の休暇中を除いた土曜日と日曜日・祝日に、放

課後児童クラブの利用希望はありますか。（それぞれ単数回答、数量回答） 

土曜日の放課後児童クラブの利用意向は、「利用する必要はない」が 55.2%と最も高くなっていま

す。一方、「低学年の間は利用したい」の 16.3%と「高学年になっても利用したい」の 15.1%を合わ

せると、利用意向は 31.4%となります。利用時間については、「８時」から「18 時」の意向が高く

なっています。 

日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用意向は、「低学年の間は利用したい」の 6.4%と「高学年

になっても利用したい」の 8.7%を合わせて 15.1%となり、土曜日の利用意向の半分ほどの割合とな

ります。 

 

〔土曜日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔日曜日・祝日〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9
27.8

53.7
9.3

3.7
3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80
6時
7時
8時
9時

10時以降
無回答

%
開始時間(n=54)

11.1

3.7

20.4

38.9

20.4

3.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

終了時間(n=54)

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

16.3%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

15.1%

利用する必要

はない

55.2%

無回答

13.4%

（ｎ=172）

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

6.4%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

8.7%

利用する必要

はない

66.9%

無回答

18.0%

（ｎ=172）
30.8

38.5

15.4

7.7

7.7

0 10 20 30 40 50 60
7時

8時

9時

10時以降

無回答

%
開始時間(n=26)

15.4

3.8

15.4

30.8

23.1

7.7

3.8

0 10 20 30 40 50 60
15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

%

終了時間(n=26)
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５ 児童センター・児童館の利用について 

 

問 16 宛名のお子さまは、ふだん児童センターまたは児童館を利用していますか。（単数

回答） 

児童センターや児童館の利用状況は、「利用していない」が 84.6%で多数となっており、「利用し

ている」は 13.5%となっています。 

地区別でみると、「利用している」の回答が太東中学校区で 42.2%と高く、久喜東中学校区と菖蒲

中学校区で約２割となっています。 

 

利用している

13.5%

利用していない

84.6%

無回答

1.9%

（ｎ=616）

 

◇地区別 

3.8

0.0

19.0

42.2

22.4

4.5

11.3

8.1

3.3

3.5

14.3

93.8

100.0

79.3

56.6

73.5

95.5

88.7

89.2

95.0

94.7

80.0

2.5

0.0

1.7

1.2

4.1

0.0

0.0

2.7

1.7

1.8

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

久喜中学校区（n=80）

久喜南中学校区（n=37）

久喜東中学校区（n=58）

太東中学校区（n=83）

菖蒲中学校区（n=49）

菖蒲南中学校区（n=22）

栗橋東中学校区（n=71）

栗橋西中学校区（n=37）

鷲宮中学校区（n=60）

鷲宮東中学校区（n=57）

鷲宮西中学校区（n=35）

利用している 利用していない 無回答
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※問 16 で「利用している」を選択した方 

問 16-１ 児童センターまたは児童館への要望を次の中からお選びください。（複数回答、

○は３つまで） 

児童センターや児童館への要望は、「施設の拡大や魅力的な遊具の充実」が 71.1%で最も高く、次

いで「子どもの意見を反映させた遊びと行事を行う」が 34.9%、「職員の専門性を高める」が 19.3%

となっています。 

71.1

34.9

19.3

18.1

12.0

8.4

8.4

3.6

15.7

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

施設の拡大や魅力的な遊具の充実

子どもの意見を反映させた遊びと行事を行う

職員の専門性を高める

子育て相談や講座の充実

親同士の情報交換や交流の場を設ける

高齢者や障がい者と交流できる行事を行う

利用時間を○○時○○分頃まで延長する

その他

特にない

無回答

%
(n=83)

 

〔希望する延長利用時間〕※サンプル数が尐ないため、件数で表示。 

（ｎ=7）

9:17 1件

17:30 1件

18:00 2件

20:00 1件

20:18 1件

21:17 1件

無回答 0件  
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※問 16 で「利用していない」を選択した方 

問 16-２ 児童センターや児童館を利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

児童センターや児童館を利用していない理由は、「児童センターが遠いから」が 39.2%で最も高く、

次いで「どこにあるか知らないから」が 24.2%、「特にない」が 16.9%となっています。 

地区別でみると、栗橋東中学校区、栗橋西中学校区、鷲宮中学校区では「どこにあるか知らない

から」が３割を超えて最も高くなっています。また、問 16 で利用割合の高かった太東中学校区で

は「施設が狭い・古い（汚い）から」が、菖蒲中学校区では「利用できる曜日や時間が合わないか

ら」がそれぞれ２割強となっています。 

「遠いから」や「どこにあるか知らない」といった項目に対する回答が多く、身近な存在の児童

センターや児童館が求められているといえます。 

39.2

24.2

16.1

15.7

15.2

11.7

11.1

9.0

5.6

2.1

1.3

8.4

16.9

0.6

0 10 20 30 40 50 60

児童センターが遠いから

どこにあるか知らないから

友達が児童センターにいないから

外で遊びたいから

利用できる曜日や時間が合わないから

遊具が尐ない・つまらないから

遊びの種類が尐ない・つまらないから

施設が狭い・古い（汚い）から

親同士の関係がわずらわしいから

職員が遊びを指導してくれないから

上級生が児童センターにいるから

その他

特にない

無回答

%

(n=521)

 

◇地区別 

ｎ

ど
こ
に
あ
る
か

知
ら
な
い
か
ら

児
童
セ
ン
タ
ー

が

遠
い
か
ら

遊
具
が
尐
な
い
・

つ
ま
ら
な
い
か
ら

遊
び
の
種
類
が
尐

な

い
・
つ
ま
ら
な
い

か
ら

外
で
遊
び
た
い
か

ら

友
達
が
児
童
セ
ン

タ
ー

に
い
な
い
か
ら

上
級
生
が
児
童
セ

ン

タ
ー

に
い
る
か
ら

親
同
士
の
関
係
が

わ
ず
ら
わ
し
い
か

ら

職
員
が
遊
び
を
指

導

し
て
く
れ
な
い
か

ら

施
設
が
狭
い
・
古

い

（

汚
い
）

か
ら

利
用
で
き
る
曜
日

や

時
間
が
合
わ
な
い

か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

久喜中学校区 75 29.3 58.7 13.3 10.7 4.0 9.3 - 5.3 1.3 10.7 16.0 4.0 6.7 -

久喜南中学校区 37 21.6 70.3 8.1 16.2 13.5 16.2 - 8.1 - 10.8 16.2 2.7 13.5 -

久喜東中学校区 46 10.9 37.0 21.7 13.0 26.1 28.3 2.2 13.0 2.2 10.9 17.4 13.0 8.7 -

太東中学校区 47 2.1 27.7 23.4 19.1 14.9 23.4 - 4.3 8.5 25.5 19.1 10.6 14.9 -

菖蒲中学校区 36 13.9 47.2 11.1 11.1 11.1 16.7 2.8 5.6 2.8 2.8 25.0 11.1 19.4 5.6

菖蒲南中学校区 21 23.8 42.9 - 4.8 9.5 4.8 - 9.5 4.8 4.8 4.8 9.5 28.6 4.8

栗橋東中学校区 63 36.5 31.7 7.9 7.9 19.0 9.5 1.6 3.2 - 1.6 17.5 7.9 20.6 -

栗橋西中学校区 33 30.3 21.2 12.1 9.1 15.2 15.2 6.1 9.1 6.1 3.0 15.2 9.1 24.2 -

鷲宮中学校区 57 33.3 31.6 7.0 5.3 17.5 14.0 - 3.5 - 10.5 8.8 12.3 14.0 -

鷲宮東中学校区 54 27.8 38.9 14.8 16.7 24.1 27.8 - 1.9 1.9 13.0 7.4 7.4 18.5 -

鷲宮西中学校区 28 25.0 21.4 7.1 10.7 17.9 10.7 7.1 3.6 - 3.6 10.7 14.3 32.1 -

表示：%
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問 16-３ 児童センターや児童館を、今後利用したいと思いますか。（単数回答） 

児童センターや児童館の今後の利用意向は、「利用したい」が 37.3%、「利用する予定はない」が

56.5%となっています。 

現在の利用割合の約３倍にあたる割合で利用意向があり、ニーズの高さがうかがえます。 

利用したい

37.3%

利用する予定

はない

56.5%

無回答

6.2%

（ｎ=616）
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６ 病気の際の対応について 

 

問 17 宛名のお子さまが病気やけがで学校等を休まなければならなかった場合に、この

１年間に行った対応はどれですか。それぞれの日数（おおよそ）もご記入ください。

（複数回答、数量回答） 

病気やけがで学校を休まなければならなかった場合の対忚は、「母親が休んだ」が 52.4%で最も高

く、次いで、「父親または母親のうち就労していない方が子どもを看護した」が 27.1%、「親族・知

人に子どもを看護してもらった」が 25.0%となっています。 

対忚に要した日数では、父親、母親、親族・知人、未就労の親の対忚はいずれも「１～２日」が

最も高くなっています。 

52.4

27.1

25.0

8.1

4.2

0.2

8.4

6.5

0 10 20 30 40 50 60

母親が休んだ

父親または母親のうち就労していない方が

子どもを看護した

（同居者を含む）親族・知人に子どもを

看護してもらった

父親が休んだ

子どもだけで留守番をさせた

ファミリーサポートセンターによる病児・

病後児の預かりを利用した

その他

無回答

%(n=616)
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〔対応に要した日数〕 

58.0

16.0

10.0

0.0

4.0

12.0

41.2

18.6

14.2

7.1

10.2

8.7

46.1

19.5

11.0

3.2

5.8

14.3

28.7

24.0

14.4

6.0

15.0

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以上

無回答

%

父親（ｎ=50） 母親（ｎ=323） 親族・知人（ｎ=154） 未就労の親（ｎ=167）

 

※「ファミリーサポートセンター」、「子どもが留守番」の項目は、サンプル数が少ないため結果

表のみ掲載。また、「その他」は無回答が多いため、同じく結果表のみ掲載。 

ファミリーサ

ポートセンター
（ｎ=1）

子どもが留守番

（ｎ=26）

その他

（ｎ=52）

1～2日 0.0 61.5 7.7

3～4日 100.0 11.5 3.8

5～6日 0.0 3.8 0.0

7～8日 0.0 3.8 0.0

9日以上 0.0 0.0 1.9

無回答 0.0 19.2 86.5  

 

問 17-１ 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思わ

れますか。（複数回答） 

望ましい事業形態では、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 70.0%で高くなって

います。 

70.0

16.4

6.5

15.3

0 20 40 60 80 100

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民が子育て家庭の身近な場所で

保育する事業

その他

無回答

%
(n=616)
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※問 17 で両親が休む以外の対応を選択した方 

問 17-２ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したい」と思われまし

たか。また、問 17 の選択肢「親族・知人」～「その他」で回答した日数のう

ち、仕事を休んで看護したかった日数（おおよそ）についてもご記入ください。

（単数回答、数量回答） 

仕事を休んで対忚したかったかどうかについては、「できれば仕事を休んで看護したい」が 39.3%、

「休んで看護することは非常に難しい」が 18.5%となっています。 

また、休んで看護したかった日数は、「１～２日」が 42.3%で最も高く、次いで「３～４日」が

18.1%、「５～６日」が 9.4%となっています。 

できれば仕事

を休んで看護し

たい

39.3%

休んで看護す

ることは非常に

難しい

18.5%

無回答

42.2%

（ｎ=379）

 

 

※問 17-2で「休んで看護することは非常に難しい」を選択した方 

問 17-３ そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

仕事を休んで看護することは難しいと思う理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が

64.3%で最も高く、次いで、「その他」が 30.0%、「自営業なので休めない」が 11.4%となっています。 

64.3
11.4

5.7

30.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

%
(n=70)

 

 

42.3 

18.1 

9.4 

8.7 

7.4 

14.1 

0 10 20 30 40 50

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以上

無回答

%

仕事を休んで看護したかった日数(n=149)
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７ 一時預かりの利用について 

 

問 18 宛名のお子さまについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利

用している事業はありますか。１年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。

（複数回答、数量回答） 

不定期に利用している事業は、「利用していない」が 91.7%で高く、ほかの項目は 2%未満となっ

ています。 

91.7

1.9

0.6

0.2

0.0

1.1

4.4

0 20 40 60 80 100

利用していない

一時預かり

ファミリーサポートセンター

ベビーシッター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

その他

無回答

%
(n=616)

 

〔１年間の利用日数〕 

※「一時預かり」から「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表のみ掲載。 

一時預かり

（ｎ=12）

ファミリーサ

ポートセンター
（ｎ=4）

トワイライトス

テイ
（ｎ=0）

ベビーシッター

（ｎ=1）

その他

（ｎ=7）

1～2日 25.0 25.0 - 0.0 14.3

3～5日 16.7 0.0 - 0.0 0.0

6～9日 0.0 0.0 - 0.0 0.0

10～14日 16.7 0.0 - 0.0 0.0

15日以上 25.0 50.0 - 0.0 71.4

無回答 16.7 25.0 - 100.0 14.3  
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※問 18 で「利用していない」を選択した方 

問 18-１ 現在利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

現在利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 80.5%と高くなっています。次いで、

「事業の利用方法がわからない」が 17.2%、「利用料がかかる・高い」が 14.0%となっています。 

80.5

17.2

14.0

10.3

8.3

7.3

4.4

4.2

5.1

0.7

0 20 40 60 80 100

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）

がよくない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

その他

無回答

%
(n=565)
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問 19 宛名のお子さまについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日

くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、

必要な日数をご記入ください。（複数回答、数量回答） 

一時預かりの利用希望は、「利用したい」が 19.6%、「利用する必要はない」が 74.5%で多数の割

合となっています。また、利用の目的では「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 63.6%

で最も高く、次いで「私用、リフレッシュ目的」が 33.9%、「不定期の就労」が 24.0%となっていま

す。 

利用したい日数の合計は、「９日以上」が 40.5%となっています。 

利用したい

19.6%
利用する必要

はない

74.5%

無回答

5.8%

（ｎ=616）

 

〔利用目的〕 

63.6

33.9

24.0

7.4

3.3

0 20 40 60 80
冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院等

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

習い事等）、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

%
(n=121)

 

〔利用目的別の利用したい日数〕 

19.5

23.4

15.6

5.2

24.7

11.7

0 10 20 30
1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以上

無回答

%

冠婚葬祭等（ｎ=77）  

9.1

15.7

19

5.8

40.5

9.9

0 10 20 30 40 50

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9日以上

無回答

%

利用したい合計日数(n=121)
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※「私用」、「不定期の就労」、「その他」の項目は、サンプル数が少ないため結果表のみ掲載。 

私用
（ｎ=41）

不定期の就労
（ｎ=29）

その他
（ｎ=9）

1～2日 12.2 20.7 0.0

3～4日 24.4 6.9 11.1

5～6日 24.4 24.1 11.1

7～8日 0.0 3.4 0.0

9日以上 26.8 31.0 44.4

無回答 12.2 13.8 33.3  

 

※問 19 で「利用したい」を選択した方 

問 19-１ 問 19 の目的でお子さまを預ける場合、望ましいと思われる事業形態は何です

か。（複数回答） 

お子さまを一時預かりで預ける場合の望ましい事業形態では、「小規模施設で子どもを預かる事

業」が 60.3%で最も高く、次いで、「大規模施設で子どもを預かる事業」が 44.6%、「地域住民が子

育て家庭の近くの場所で保育する事業」が 31.4%となっています。 

60.3

44.6

31.4

3.3

5.0

0 20 40 60 80

小規模施設で子どもを預かる事業

大規模施設で子どもを預かる事業

地域住民が子育て家庭の近くの場所で保育する事業

その他

無回答

%(n=121)
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問 20 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛

名のお子さまを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはあり

ましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１

年間の対応を選択し、それぞれの日数もご記入ください。（複数回答、数量回答） 

泊りがけでお子さまを家族以外にみてもらわなければならないことは、「あった」が 16.7%、「な

かった」が 72.9%となっています。 

あった場合の対忚では、「親族・知人にみてもらった」が 76.7%で高く、次いで、「子どもを同行

させた」が 22.3%となっています。対忚に要した日数では、「親族・知人にみてもらった」は「１～

２泊」が 46.8%で最も高くなっています。 

あった

16.7%

なかった

72.9%

無回答

10.4%

（ｎ=616）

 

〔泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかったときの対応〕 

76.7

22.3

5.8

0.0

4.9

1.0

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した

その他

無回答

%

(n=103)
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〔対応に要した日数〕 

46.8

13.9

8.9

3.8

12.7

13.9

0 10 20 30 40 50
1～2泊

3～5泊

6～9泊

10～14泊

15泊以上

無回答

%

親族・知人（ｎ=79）
 

※「保育事業利用」、「子どもを同行」、「子ども留守番」、「その他」の項目は、サンプル数が少な

いため結果表のみ掲載。 

保育事業利用
（ｎ=0）

子どもを同行
（ｎ=23）

子ども留守番
（ｎ=6）

その他
（ｎ=5）

1～2泊 - 60.9 50.0 0.0

3～5泊 - 4.3 0.0 0.0

6～9泊 - 0.0 0.0 20.0

10～14泊 - 4.3 0.0 0.0

15泊以上 - 4.3 16.7 40.0

無回答 - 26.1 33.3 40.0  
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８ 子育て支援施策について 

 

問 21 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。（１～11それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに単

数回答） 

周知度の高いものとして、「母親学級、ママ・パパ教室、育児学級」、「保健センターの情報・相

談サービス」、「埼玉県小児救急電話相談」、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」の「はい」の割合は

65%以上となっています。 

一方で、周知度の低いものについては、「子どもショートステイ事業」の「はい」が 12.7%で最も

低く、次いで、「子育て支援ホームヘルパー派遣事業」が 30.0%、「家庭教育に関する学級・講座」

が 35.2%となっています。 

〔周知度〕 

83.9

76.0

65.7

35.2

50.5

66.7

50.8

52.9

30.0

12.7

39.9

6.5

14.0

24.8

56.7

40.4

24.7

40.4

39.9

62.8

79.9

53.1

9.6

10.1

9.4

8.1

9.1

8.6

8.8

7.1

7.1

7.5

7.0

0 20 40 60 80 100

母親学級、ママ・パパ教室、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子育て支援ホームヘルパー派遣事業

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%

（ｎ=616）

はい いいえ 無回答
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利用経験のあるものでは、「母親学級、ママ・パパ教室、育児学級」が 58.1%で最も高く、次いで、

「保育所や幼稚園の園庭等の開放」が 42.9%、「保健センターの情報・相談サービス」の 36.9%とな

っています。 

〔利用経験の有無〕 

58.1

36.9

32.8

8.0

5.7

42.9

15.9

24.8

0.3

0.0

2.1

32.1

51.5

54.9

76.8

79.1

45.3

69.8

60.7

85.2

84.7

83.4

9.7

11.7

12.3

15.3

15.3

11.9

14.3

14.4

14.4

15.3

14.4

0 20 40 60 80 100

母親学級、ママ・パパ教室、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子育て支援ホームヘルパー派遣事業

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%
（ｎ=616）

はい いいえ 無回答
 

今後の利用意向が高いものは、「埼玉県小児救急電話相談」が 61.7%で最も高く、次いで、「子育

てガイドブック」が 45.6%、「保健センターの情報・相談サービス」が 41.4%となっています。 

〔今後の利用意向〕 

41.4

61.7

31.5

33.8

34.9

45.6

15.3

26.8

28.4

17.2

48.9

45.8

43.3

34.4

62.8

53.2

30.2

21.1

19.6

20.5

21.8

20.0

21.9

20.0

0 20 40 60 80 100

保健センターの情報・相談サービス

埼玉県小児救急電話相談（＃８０００）

家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室

子育て総合支援窓口（本庁子育て支援課）

子育てガイドブック

子どもショートステイ事業

家庭児童相談室

%
（ｎ=616）

はい いいえ 無回答
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問 22 今後、久喜市の子育て環境を良くしていくために、ぜひ充実していくべきだと思

うものはありますか。（複数回答、３つまで○） 

充実していくべきと思うものでは、「小児医療や救急医療体制の整備」が 59.9%で最も高く、次い

で、「子どもの遊び場の整備」が 50.3%、「子育て家庭に対する経済的支援の充実」が 36.7%となっ

ています。 

「小児医療や救急医療体制の整備」と「子どもの遊び場の整備」の回答の高さは、就学前児童調

査や問 11の必要とする情報の結果とも符合しており、「医療サービス」と「遊び場」に対する児童、

保護者のニーズは高いといえます。 

59.9

50.3

36.7

36.4

18.7

18.2

17.9

17.0

15.3

15.1

13.1

11.7

8.4

0.8

1.1

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小児医療や救急医療体制の整備

子どもの遊び場（公園や児童館など）の整備

子育て家庭に対する経済的支援の充実

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減対策の推進

就労形態の多様化や通勤時間の長時間化等

に対応した保育サービスの充実

子どもの生きる力を育む教育の推進

保育所・学童保育所の整備

子育ての悩みや不安を解消するための

相談窓口の充実

ひとり親、障がいのある子どもへの支援の充実

母子保健サービス（乳幼児健診や予防接種など）

の充実

子育て関連情報の積極的な情報提供

地域交流や地域の子育て支援活動への支援

子どもの虐待防止対策の推進

男女共同参画意識づくりの推進

その他

無回答

%

(n=616)

 

 



108 

 

 

最後に、教育・子育ての環境や支援に関してご意見がございましたらご自由にご記入くだ

さい。 

自由記述には、244 人（616 人の 39.6%）、延べ 279 件の書き込みがありました。最も件数の多か

った項目は「遊び場に関すること」で 60 件、次いで「学童保育に関すること」が 25 件、「地域交

流・見守り・周囲の理解に関すること」が 21件となっています。 

60

25

21

19

18

17

10

109

0 20 40 60 80 100 120

遊び場に関すること

学童保育に関すること

地域交流・見守り・周囲の理解に関すること

教育指導に関すること

保健・医療に関すること

道路・交通・バリアフリーに関すること

ひとり親家庭に関すること

その他

件

 

※10個以上意見のあった項目を掲載、それ以下のものは「その他」にまとめて集計しています。 

以下に、それぞれの項目の主な意見を抜粋して掲載します。 

◇遊び場に関すること 

・公園がとにかく少なく、近所では外遊びをして

いる子どもがほとんどいません。 

・外で子ども同士が安心して遊ぶ事が難しくなっ

ていると感じます。子ども同士で考える力等を

学ぶ場も少なくなっている気がします。 

・公園はたくさんあると思いますが、遊具が充実

していないのが残念に思います。 

・子どもは集団の中での心の成長がとても大切だ

と思います。公園の設備を充実してもらいたい

です。 

・子どもプレイパーク（冒険あそび場）など久喜

市の子どもたちが安心して元気に遊べる場所

づくりを是非つくっていただけたらと思いま

す。 

◇学童保育に関すること 

・長期休みのみの受け入れも可能としてほしいで

す。 

・６年生まで学童保育を利用できると安心して働

けます。 

・学童保育所に預けていますが、子どもの人数に

対し支援してくださっている方の人数が少な

いのか、いろいろトラブルが多いように感じま

す。 

◇地域交流・見守り・周囲の理解に関すること 

・悪い事は必ず注意し、子どもばかりじゃなく大

人も変わるべき。 

・朝の登校時の旗振り当番は保護者もしておりま

すが、共働き家庭はどうしても下校時は時間が

とれない方もおりますので、地域のシルバー世

代の方に協力していただけるとありがたいと

思います。 

・子どもたち自身が考えて行動できる環境を大人

が配慮してあげたいと考えます。 

◇教育指導に関すること 

・小学校の一クラスを 25～30 人にすべき。一人

ひとりに教育がいきわたるようにすれば学力

向上にもつながり、先生方の負担も軽減する。 
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・小学校にもスクールカウンセラーを配置してほ

しい。 

・道徳規準を高めるための授業や教え方、教育プ

ログラムをもっと増やしてほしいと思います。 

◇保健・医療に関すること 

・インフルエンザの予防接種についてもっと助成

があれば良いと思う。 

・夜中、子どもが体調が悪くなった時、頼れる医

療機関がありません。年末年始、土日、祝日も

同様です。 

・小児救急電話相談を使ったことがありますが、

あまり役に立たないと感じました。医者の情報

を教えてくれるだけで、実際看てもらえるかど

うかは自分で電話して確認するしかない。もう

少し何とかならないのでしょうか。 

 

◇道路・交通・バリアフリーに関すること 

・通学路の整備（ガードレールの設置等）を早く

やってほしいです。 

・通学路に歩道が無い所が多く、子どもたちの安

全がとても心配です。 

・外灯を明るく、増やしてほしい。 

◇ひとり親家庭に関すること 

・父子家庭にも手厚い対策をしてほしい。 

・フルタイムで働いていてもひとり親家庭で学童

を利用するのは経済的に厳しいです。利用して

いる人の中には共働きの人もいるから利用料

金を収入別にするか、ひとり親家庭は割安にす

るとかあれば良いと思います。 
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